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　お茶の仕上がり具合を確認するために、普段か
ら行われている審査の光景です。複数のお茶を一
度に入れることで、色・香り・味の特長を見極め
ます。

今月の表紙は
「さしま茶」
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◆消費生活センターに相談を
◆5月31日は世界禁煙デーです
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　3月末から4月上旬に行われた古河桃まつりや
古河さくらまつりは、多くの人に来園いただき、
古河の魅力を感じてもらえたと思います。
　これからは、体験・参加型の観光ツーリズム等
に取り組み、交流人口を増やしていきます。

Ｐ10-11

Ｐ23

Ｐ8-9

Ｎo.152May 5



3   -  広報古河　2018.5

  【和紅茶】
海外の製品と比較する
と香りが柔らかく、和
食や和菓子にもあう

  【茎茶】
茎だけを集めたもの
で、甘みのある爽やか
な味わい

  【上級煎茶】
5月上旬に摘まれた柔
らかな新芽で作られ
る。爽やかさとコクが
楽しめる 【茎ほうじ茶】

茎茶を高温で短時間ほ
うじたもの。甘く香ば
しいので、チョコレー
トにも合う

【粉茶】
さっぱりとした味わい
で、食事と一緒に飲む
のに最適。粉末茶とは
別のもの

さしま茶の世界
同じ茶葉でも製法や仕上げ次第でまったく別の飲
み物に変わる「さしま茶」。その歴史や生産者の
情熱を知ることで奥深きお茶の世界を感じてみま
せんか。

古河で育まれた
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農
民
の
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た
さ
し
ま
茶

　
さ
し
ま
茶
の
由
来
は
、
古
河
市
が
下し

も
ふ
さ総

国の
く
に

と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
鬼
怒
川
と
利
根
川
に
挟
ま
れ
た
台
地

で
あ
っ
た
猿さ

島し
ま
地
域
。
そ
こ
で
は
、
冬
場

乾
燥
し
空
っ
風
が
吹
く
た
め
、
畑
へ
の
土

壌
侵
食
な
ど
作
物
へ
の
悪
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。
困
っ
た
農
民
た
ち
が
畑
や
作
物
を

守
る
た
め
に
、
お
茶
の
木
を
畑
の
境
界
に

植
え
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
猿
島
郡
辺へ

田た

村

(

現
・
坂
東
市)

の
豪
農
で
あ
っ
た
中
山
元

成
が
、
茶
製
法
向
上
の
た
め
京
都
の
宇
治

か
ら
製
茶
師
を
呼
び
寄
せ
、
茶
の
改
良
と

「
焙ほ

い

炉ろ

法ほ
う

」
と
い
う
製
法
の
教
え
を
受
け

ま
し
た
。
自
身
が
学
ん
だ
知
識
と
技
術
を

地
域
の
人
た
ち
に
教
え
、
お
茶
の
品
質
向

上
や
普
及
に
力
を
注
い
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
猿
島
地
域
で
採
れ

る
お
茶
は
、
江
戸
の
茶
商
た
ち
に
高
く
評

価
さ
れ
「
江
戸
の
花
」
と
い
う
商
品
名
で

人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
江
戸
川
や
利
根
川
の
水
運
要

衝
の
地
に
生
ま
れ
た
銘
茶
と
し
て
、
江
戸

に
運
ば
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
武む

さ

し蔵
国の

く
に

(

東
京
・
埼
玉)

・
上こ

う
づ
け野
国の

く
に(

群
馬)

・
信し

な
の濃

国の
く
に(

長
野)

な
ど
、
当
時
と
し
て
は
驚
く
ほ

ど
広
範
囲
に
流
通
し
、
下
総
の
名
産
と
し

て
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　お茶は栽培や製造方法、焙煎
によって味や香りそして色まで
も全く違う変化を見せてくれま
す。古河で約150年前から栽培
されてきた「さしま茶」には、
先人たちの知恵や努力が加わ
り、飲む人の心を優しく包み込
む奥ゆかしさがありました。
　今月は、新緑の季節に旬を迎
えるさしま茶の歴史と生産農家
の情熱を特集します。

日本の飲み物といえば
「緑茶」。どのようにして
古河で栽培されるように
なったのか。そのルーツ
に迫ります。

歴史
×

さしま茶
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初
め
て
海
外
へ
輸
出
さ
れ
た
お
茶

　
１
８
５
３(

嘉
永
６)

年
、
ペ
リ
ー
が
浦

賀
に
来
航
。
幕
府
に
開
港
と
交
易
の
開
始

を
強
く
迫
り
ま
す
。
そ
の
折
衝
が
行
わ
れ

た
場
所
に
居
合
わ
せ
た
の
が
中
山
元
成
で

し
た
。
彼
は
そ
の
様
子
を
見
て
、
猿
島
地

域
の
お
茶
を
輸
出
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
へ
の
ペ
リ
ー
来

航
を
機
に
海
外
へ
の
新
規
開
拓
に
向
け
て

い
ち
早
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
海
外
交
易
の
必
要
性
を
強
く
説
い
た
中

山
は
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
に
も
接
触

し
、
お
茶
の
宣
伝
な
ど
に
奔
走
。

１
８
５
９(

安
政
６)

年
、
日
米
修
好
通
商

条
約
発
効
と
同
時
に
、
全
国
の
名
産
地
に

先
駆
け
、
お
茶
の
ア
メ
リ
カ
輸
出
に
成
功

し
ま
し
た
。

　

輸
出
さ
れ
て
い
た
港
で
あ
る
横
浜
で

は
、
生
糸
と
合
わ
せ
て
お
茶
が
貿
易
の
中

心
と
な
り
、大
盛
況
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
わ
る

　
長
ら
く
、
私
た
ち
と
共
に
歩
ん
で
き
た

「
緑
茶
」。
今
で
も
日
本
の
飲
み
物
と
い
え

ば
緑
茶
と
答
え
る
人
は
多
く
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
に
よ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
大
き
な
変
化
に
伴
い
、
緑
茶

の
生
産
量
も
約
１
０
０
万
ト
ン(

平
成
16

年)

か
ら
約
80
万
ト
ン(

平
成
28
年)

ま
で

減
少
し
て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
が
、
紅
茶
や
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
ジ
ャ

ス
ミ
ン
茶
な
ど
の
輸
入
茶
葉
の
増
加
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
の
普
及
だ
と
言
わ
れ

て
お
り
、
緑
茶
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く

変
動
し
て
き
て
い
ま
す
。

自
由
な
発
想
で
楽
し
む

　
「
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
緑
茶
の
香
り
を
楽

し
む
」「
緑
茶
や
ほ
う
じ
茶
を
ラ
テ
に
す

る
」
な
ど
、
一
昔
前
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
な
お
茶
の
楽
し
み
方
が
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
生
産
者
も
昔
な
が
ら
の
製
法
に
こ
だ
わ

る
わ
け
で
は
な
く
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
な

ど
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
挑
戦
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
「
お
茶
を
よ
り
多
く
の
人
に

飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」「
日
本
に
昔
か
ら

続
く
文
化
を
絶
や
さ
ず
継
続
し
た
い
」
と

い
う
、
地
元
の
さ
し
ま
茶
に
か
け
る
強
い

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
茶
と
い
え
ば
、
静
岡
茶
や
宇
治
茶
、

狭
山
茶
と
一
般
的
に
は
言
わ
れ
ま
す
が
、

古
河
で
生
ま
れ
育
っ
た
さ
し
ま
茶
を
知

り
、
味
わ
う
こ
と
で
静
岡
や
宇
治
に
負
け

な
い
豊
か
な
香
り
と
味
わ
い
の
お
茶
が
古

河
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

立春から数えて88日目は「八十八夜」と呼ばれています。昔、農家で
は八十八夜を迎えると種まきや茶摘みが行われており、間もなく訪れ
る夏の準備を迎える時期とされていました。寒い冬の経過とともに新
芽が芽吹き、太陽に向かい成長するさしま茶は5月が収穫の最盛期です

新しいお茶の楽しみ方

マイボトルでの楽しみ方
・緑茶は温かいままだと味が変わるので、冷茶にすると
　おいしいまま飲めます。
・ほうじ茶は温かいままでも味が変わりません。
手間いらずの冷茶の楽しみ方
・フィルター付きのボトルに茶葉を入れて冷蔵庫に入れ
　れば出来上がり。緑茶だけでなく、ほうじ茶でもおい
　しく出来ます。
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古
河
の
土
と
水
を
知
る
も
の
と
し
て

　
茨
城
県
は
、
お
茶
の
生
産
地
と
し
て
は

寒
い
地
域
に
あ
り
、
そ
の
土
地
の
土
壌
と

気
候
に
合
っ
た
お
茶
の
栽
培
方
法
が
、
江

戸
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内

に
あ
る
5
軒
の
生
産
農
家
も
各
々
伝
わ
る

製
法
で
作
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
地
域
で

も
全
く
違
う
味
の
お
茶
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
心
掛
け
て
い
る
の

は
、
自
分
の
畑
の
土
と
水
に
あ
っ
た
栽
培

方
法
を
突
き
詰
め
る
こ
と
。
そ
の
年
そ
の

年
の
畑
の
状
態
を
見
極
め
、
最
善
の
栽
培

方
法
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。

　
丁
寧
に
管
理
を
さ
れ
て
い
る
茶
畑
は
、

有
機
肥
料
な
ど
で
整
え
ら
れ
て
お
り
、
フ

カ
フ
カ
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
を
歩
い
て
い

る
感
覚
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

茶
葉
の
個
性
を
生
か
す
た
め
に

　
現
在
、
日
本
で
生
産
さ
れ
て
い
る
お
茶

の
約
８
割
は
「
や
ぶ
北
」
と
呼
ば
れ
る
静

岡
県
発
祥
の
品
種
。
さ
し
ま
茶
も
そ
の
多

く
は
「
や
ぶ
北
」
で
栽
培
さ
れ
、
長
時
間

蒸
す
深
蒸
し
製
法
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
深
蒸
し
製
法
で
作
ら
れ
た
お
茶
は
、
茶

わ
ん
に
注
ぐ
と
緑
色
が
濃
く
、
渋
み
が
少

な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
が
、
蒸
し
時
間
が

長
い
の
で
香
気
成
分
が
飛
ん
で
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
画
一
的
な
味
で
な
く
、
消
費
者
に
楽
し

み
な
が
ら
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
取
り
組

ん
だ
の
は
、
茶
葉
が
持
つ
本
来
の
香
り
と

個
性
を
生
か
す
こ
と
で
し
た
。

　
最
近
で
は
浅
蒸
し
製
法
を
試
し
た
り
、

「
や
ぶ
北
」
以
外
の
品
種
を
多
品
種
栽
培

し
た
り
、
前
例
に
捉
わ
れ
な
い
取
り
組
み

を
行
っ
た
結
果
、
味
や
香
り
の
違
い
を
楽

し
み
な
が
ら
お
茶
を
囲
む
消
費
者
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
し
ま
茶
農
家
の
特
徴
で
も
あ
る
、
自

園
で
栽
培
、
製
造
加
工
を
し
、
自
分
の
店

舗
で
販
売
す
る
「
自
園
・
自
製
・
自
販
」

の
形
を
生
産
農
家
の
誇
り
と
し
て
守
り
つ

つ
、
お
客
さ
ん
の
感
想
や
要
望
を
製
造
に

直
接
反
映
さ
せ
る
。
そ
ん
な
ひ
た
む
き
な

情
熱
と
こ
だ
わ
り
に
よ
っ
て
、
さ
し
ま
茶

は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲さしま茶栽培を行う皆さん(左から渡辺秀之さん、塚田晴夫さん、山中崇裕さん、鈴木宏太郎さん、吉田正浩さん)

生産農家
×

さしま茶
市内でさしま茶の栽培を行う5軒の生産
農家。代々受け継がれる伝統を守り、独
自の味わいを作り上げています。
製茶にかける生産者の情熱やこだわりを
探ってみました。
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おいしいお茶を入れる4つのコツ

POINT
1

POINT
2

POINT
3

POINT
4

お湯の温度 お湯・茶葉の量 浸出時間 注ぎ方

湯冷ましをしながら
70度程度のお湯で入
れます。
熱湯で入れると、茶葉
からカフェイン等が溶
出しやすいので苦味が
強くなります。

茶葉の量は一人3グラ
ムが目安。ティース
プーン山盛り一杯で約
3グラムです。
注ぐお湯の量は、一人
70ml～80ｍlが目安で
す。

普通煎茶の場合は、約
1分が浸出時間の目安。
深蒸し煎茶の場合は、
色が濃くでやすいので
約30秒の浸出で十分
です。

茶わんへ順番に注ぐ
「廻

ま わ

し注ぎ」を行うと、
均等の味にできます。
お茶の栄養分がたくさ
ん含まれている最後の
一滴まで注ぎ切ること
が大切です。

日本茶インストラクターと栄養士が紡ぐ
「トチノモノ」を通した優しいこだわり

藤原　浩
食文化研究家。いばらき大使、農林水産省公
認「食のオフィシェ」、日本フードアナリス
ト協会常任理事などを歴任

　栄養士として体に優しいお菓子作りをしている常
と き

田
だ

さんが、さしま
茶を使ってお菓子を作りたいと相談し紹介されたのが吉田さんでした。
　地元の食材を知ってもらいたいと考える常田さんと、お茶を色々な
入口から知ってもらいたいと考える吉田さんの思いが一致し、緑茶や
ほうじ茶を使ったスコーン作りが始まります。
　2年くらい前からは、1日限定の「コラボカフェ」も開催。常田さ
んが作る優しい味の食事と、吉田さんの緑茶ラテやほうじ茶ラテなど
がお客さんの心をつかみ、多くのリピーターでいつも満員になってい
ます。そこには、古河で育った「トチノモノ」を知ってもらい、古河
を少しでも好きになってもらいたいと思う2人の優しいこだわりがあり
ました。

フードアナリストが語る
世界で認められる緑茶の魅力

　ユネスコ無形文化遺産に「和食」が登録され、海外でブームとなっ
ている和食と共に緑茶が注目されています。アメリカの若い世代は紅
茶よりも緑茶の方が好きというデータが出ており、30代以下の人気
ぶりは珈

コ ー ヒ ー

琲と並ぶというのだから驚きです。
　日本では、若者の緑茶離れの傾向はあるが、ペットボトル緑茶は大
人気という現代において、急須で入れるさしま茶の美

お い

味しさには、本
物の味の感動があります。その香ばしく芳

ほ う

醇
じゅん

な香り。ほろ苦さの中に
広がる甘み、飲み終わった後にも口に残る繊細で深みのある味わい。
古河のお茶文化にはロマンが宿ります。

(左)吉田貴子　(右)常田純子
吉田さんは、吉田茶園に嫁ぎ、日本茶インス
トラクターとしても活躍。常田さんは、栄養
士として食育セミナーを行い、食の大切さを
伝える
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古河桃まつり
～日本一の花桃の里～

　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
第
42

回
古
河
桃
ま
つ
り
」
が
3
月
20

日
か
ら
4
月
5
日
ま
で
古
河
公

方
公
園(

古
河
総
合
公
園)

で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
矢
口
」
や

「
源
平
」
な
ど
約
１
５
０
０
本

の
ハ
ナ
モ
モ
が
咲
き
誇
り
、
濃

く
染
ま
っ
た
ピ
ン
ク
色
が
約
17

万
人
の
来
園
者
の
春
気
分
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
大
井
川
茨
城
県
知
事
も
来
園

し
た
3
月
下
旬
は
、
暖
か
い
日

が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
満
開

の
ハ
ナ
モ
モ
を
来
園
者
と
共
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
ク
ラ
の
開
花
も
早

か
っ
た
た
め
、
開
催
期
間
中
に

は
ハ
ナ
モ
モ
と
サ
ク
ラ
が
共
に

満
開
に
な
り
、
色
と
り
ど
り
の

花
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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4
月
1
日
か
ら
8
日
ま
で
、

ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
ふ
れ
あ
い
広

場
で
「
第
5
回
古
河
さ
く
ら
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

土
曜
日
・
日
曜
日
に
は
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
、
ま
つ
り
期
間

中
は
約
3
万
人
が
来
園
。

　
今
年
は
サ
ク
ラ
の
開
花
が
早

か
っ
た
た
め
、
開
催
初
日
か
ら

満
開
と
な
り
ま
し
た
。
初
夏
を

思
わ
せ
る
汗
ば
む
陽
気
の
中
、

多
く
の
花
見
客
が
園
内
に
植
樹

さ
れ
た
約
５
０
０
本
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
な
ど
の
前
で
写
真
撮
影

を
し
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
思
い
思

い
に
春
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
「
第
19
回
古
河
ま
く
ら
が
の

里　
花
桃
ウ
オ
ー
ク
」
が
3
月

24
日
・
25
日
の
2
日
間
行
わ

れ
、
北
は
北
海
道
網
走
市
か

ら
、
南
は
大
分
県
大
分
市
ま

で
、
全
国
か
ら
約
１
５
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
市
内
の
歴
史
あ
る

街
並
み
を
歩
く
コ
ー
ス
。
2
日

目
は
渡
良
瀬
遊
水
地
の
豊
か
な

自
然
を
歩
く
コ
ー
ス
。
両
日
と

も
古
河
桃
ま
つ
り
の
会
場
で
あ

る
古
河
公
方
公
園(

古
河
総
合

公
園)

か
ら
、
満
開
の
ハ
ナ
モ

モ
に
見
送
ら
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
、
穏
や
か
な
陽
気

の
中
、
春
の
息
吹
を
感
じ
な
が

ら
市
内
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。

古河さくらまつり

古河まくらがの里
花桃ウオーク
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START!!

まだまだ余裕～

給水準備。大忙し～

サンスポ
古河はなもも
マラソン

　
今
年
で
6
回
目
を
迎
え
た
「
サ
ン
ス
ポ

古
河
は
な
も
も
マ
ラ
ソ
ン
」
が
、
3
月
11

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
全
国
か
ら

約
１
万
３
０
０
０
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

前
回
同
様
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
少
し
肌
寒
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

午
前
10
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
大
勢
し
た
の

ラ
ン
ナ
ー
が
市
内
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

日
中
は
気
温
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
ば
む
陽
気
の
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま

し
た
。
大
会
新
記
録(
2
時
間
20
分
24
秒)

で
ゴ
ー
ル
し
た
ラ
ン
ナ
ー
に
は
メ
ダ
ル
と

賞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
好
タ

イ
ム
を
狙
え
る
平
ら
な
コ
ー
ス
に
、「
自

己
記
録
を
更
新
で
き
た
！
」
と
喜
び
の
声

も
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

【
問
】
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

(

古
河
は
な
も
も
体
育
館)

　
　
℡
９
２-

０
５
５
５
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がんばれ～

もう少し～

▲ランナーを応援する人たち ▲ランナーを助ける救護班 ▲おはやし会の皆さん▲多くのボランティアが支える給水所

GOAL!!

警察署・消防署・医療機関、そして3,000人を超えるボランティア・スタッフの皆さんの
　　　　　  ご協力をいただき、大きな事故もなく大会を終えることができました。

ボランティア・スタッフの皆さん、沿道から応援してくれた皆さん
ご協力ありがとうございました！
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委員名・担当区域・連絡先は市公式ホームページ
に掲載してあります(地区ごとの委員名簿です)。
○第1地区(三和地区）
○第2地区(古河一中学区）
○第3地区(総和地区）
○第4地区(古河二中学区）
○第5地区(古河三中学区）

民生委員・児童委員の状況
　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱
を受けた非常勤の地方公務員です。
委員数　225人(H30.4.1現在)
内訳
　・民生委員児童委員(地域担当)　213人
　・主任児童委員(児童問題専門)　  12人

連
絡
・
通
報
・
連
携
・
協
力

見
守
り
・
世
帯
状
況
の
把
握
・

情
報
提
供
・
相
談
支
援

民生委員・児童委員 地域住民(高齢者・障が
い者・子どもなど）

関係機関(行政・学校・
社会福祉事業関係者など）

全国大会出場
JOCジュニアオリンピックカップ
文部科学大臣旗争奪彩の国杯
第12回全国中学生空手道選抜大会

【女子個人組手：中学1年の部】
亀川優

ゆ

月
づき

さん(総和空手道スポーツ少年団)

JOCジュニアオリンピックカップ
第37回全国高等学校空手道選抜大会

【女子個人組手：中量級】
大野彩音さん(古河第一高等学校)
宇都木未歩さん(花咲徳栄高等学校)

民生委員・児童委員の活動
5月12日は民生委員・児童委員の日
～地域住民と福祉をつなぐパイプ役として活動しています～

　高齢者などの見守り支援や子どもたちへの声掛け支援など、地域のためにいつも近くで見守り、誰よりも
地域のことを心配しています。介護、健康、子育てなど、生活の中で気になることがありましたら、お住ま
いの地域の担当委員までお気軽にご相談ください。
　民生委員・児童委員、主任児童委員には守秘義務があり、相談内容や個人情報などの秘密は守られます。

【問】福祉総務課(総和福祉センター「健康の駅」）　℡92-5771
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出前講座開講中
　古河市消費生活センターでは、10人以上
の団体グループなどを対象に出前講座「私は
ダマされない！～消費者被害に遭わないため
に～」を開催しています。
　最新の相談事例、対処方法など分かりやす
く伝授します。ぜひ申し込みください。

古河市消費生活センター
　随時相談を受け付けています。気軽にご相談く
ださい。
場所　古河庁舎2階(商工政策課内)
相談日　月曜日～金曜日(祝日・年末年始を除く)
時間　9時～12時
　　　13時～16時　
申込・問　℡23-1718

▲架空請求ハガキの例（国民生活センターウェブサイトより）

消費生活センターに相談を
5月は消費者月間

【統一テーマ】ともに築こう豊かな消費社会～誰一人取り残されない～

　古河市消費生活センターへ寄せられた相談件数は、平成29年度は801件でした。悪質商法や不当請求な
どの契約トラブル、消費生活に関する相談を受け付けています。
 どんな解決方法があるかを一緒に考え、どのように交渉したらよいか助言する身近な相談窓口です。不安
なことがあったら一人で悩まず相談してください。

【問】商工政策課(古河庁舎)　℡22-5111

　昨日、「総合消費料金未納分訴訟最終通知
書」というハガキが届いた。総合消費料金が未
納となっており、契約会社や運営会社によって
民事訴訟の訴状が提出され、連絡がない場合は
給料を差し押さえるという内容になっている。
身に覚えがないので無視したいが、裁判の取り
下げ期間が3日後なので不安だ。

　消費者に、過去に利用した業者への未払いが
あると思わせ、裁判をすると脅かし、不安にさ
せて電話をかけさせようとしています。架空請
求ですから無視してください。
　センターには、同様の相談が多数寄せられて
います。「民事訴訟管理センター」「国民訴訟管
理センター」等を名乗る機関からハガキが送ら
れ、連絡すると弁護士を名乗る人を紹介され、
最終的にはコンビニで電子マネーを購入しお金
を支払わされてしまいます。架空請求ハガキは
無視しましょう。

相談事例

アドバイス
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5月31日は世界禁煙デーです
【テーマ】2020年、受動喫煙のない社会を目指して
　　　　　～たばこの煙から子ども達をまもろう～

　自身の健康のためにも、未来を担う子どもたちを守るためにも、まずは
世界禁煙デーに1日禁煙チャレンジしてみませんか。

【問】健康づくり課(古河福祉の森会館)　℡48-6883

たばこの害 新しい電子たばこは安全？
　「体に良い安全なたばこ」はこの世にはありませ
ん。強力な発がん物質はゼロにはならず、ニコチン
の量は同じです。吐き出す息に含まれるニコチンの
量も大きく変わらず、受動喫煙のリスクもゼロには
なりません。　　　　　　　　　　　　　　
　特に成長段階の子どもは、大人よりずっと化学物
質に敏感で、たばこの煙を自分の意思で避けること
ができません。
　「たばこの煙を吸わないで一日が過ごせる」とい
うことは、たばこを吸わない人にとってとても重要
なことです。

　たばこの煙には、約250種類の有害物質や50種
類もの発がん物質が含まれています。
　たばこの煙は、肺がん・喉頭がん・胃がんなどの
他にも心筋梗塞、狭心症、脳卒中など重篤な病気を
引き起こします。たとえ換気扇の下で吸っても、空
気清浄器を使ってもたばこの煙に含まれる有害物質
は室内に残ります。
　また、喫煙後30分間は喫煙者の吐く息から有害
な成分が出続けるので、分煙しても受動喫煙はゼロ
にはなりません。煙に含まれる物質は喫煙者の髪の
毛、衣類、家具、部屋の壁紙やカーテン、ソファな
どに付着して、周囲の人へたばこに含まれる有害物
質の被害を広げてしまいます。
　最近の研究では、周囲の人がたばこの煙を吸って
しまうこと(受動喫煙)や喫煙者の髪や服に付着した
残留たばこ成分を吸ってしまうこと(残留受動喫煙)
による健康影響は予想以上に大きいことが分かって
きました。

　「禁煙＝我慢」ではなく、禁煙補助剤などを使って少しでも楽に禁煙することができます。禁煙治療は一
定の要件を満たせば、健康保険が使えます。禁煙治療が受けられる茨城県内の医療機関は、ホームページを
ご覧ください。
※「茨城県　禁煙治療　医療機関」で検索するかQRコードをご利用ください。

【禁煙治療の健康保険適応の要件】
　以下の4つの条件をすべて満たしている必要があります。自己チェックしてみましょう。
　自己負担額は1万3,000円から2万円程度(3割負担の場合)です。
1 現在たばこを吸っていて、ただちに禁煙しようと考えている
2 ニコチン依存症の診断テストの結果が5点以上である
　※詳細は厚生労働省ホームページをご覧ください。
3 医療機関で禁煙治療の同意書に署名を求められることに同意する
4 一日平均喫煙本数×喫煙年数が200以上である(例：15本×20年=300)
　※平成２８年４月１日から、35歳未満の人についてはこの要件は廃止されました。

禁煙治療のすすめ
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　桃林が広がる公園北側とは反対に、駐車場から
南側に向かうと見えてくるのが、2棟の古民家が
建つ民家園です。大河ドラマ「西

せ ご

郷どん」の撮影
も行われ、大きな話題となりました。
　その南側には茶畑と梅林が広がります。梅林は

ウイルス感染により伐採を余儀なくされていまし
たが、今年1月、約5年ぶりに18本の梅が植えら
れ再生しました。
　新緑に染まった茶畑は、今月新茶の時期を迎
え、それに合わせて恒例の「ふるさと古河新茶ま
つり」が行われます。茶摘み体験に加え、古民家
での茶席体験、お土産にお茶を買って一息なども
いかがでしょうか。懐かしい風景の中で楽しめる
イベントです。ぜひ皆さんでお越しください。
＜ふるさと古河新茶まつり＞
5月13日(日)10時～14時30分

【問】古河公方公園(古河総合公園)管理棟
　　  ℡47-1129

民家園を中心に広がる農の風景

心とからだを元気に(その３)
【ストレスとの付き合い方②】

て、心身の緊張がほぐれます。
・寝室を心地良い空間にしましょう
　長期間の不眠、睡眠の乱れは、うつ病の原因
になることもあります。寝室の環境を整え、睡
眠の質を高めましょう。
・年1回の健康診断を受けましょう
　目に見えないからだの変調に気付くことがで
きます。

　3月号から3回にわたり、心とからだの健康
について紹介しました。心とからだの不調が長
く続く場合は、早めに医療機関や相談窓口へ相
談しましょう。また、毎月「心の健康相談(予
約制)」を行っています。詳細は38ページ「各
種相談のご案内」または市公式ホームページを
ご覧ください。

健康づくり課

　4月号では、ストレスと上手に付き合うための生
活習慣として、人間関係での心掛けと食生活の見直
しについてお伝えしました。今回は、運動や休息に
ついて紹介します。

適度な運動や楽しめる趣味を

・からだを動かしてリフレッシュしましょう
　軽く汗ばむくらいの楽しいと感じる有酸素運動が
お勧めです。疲労物質が排出でき夜はぐっすり眠れ
ます。三日坊主にならないよう適度に行いましょう。
・夢中になれることを見つけましょう
　嫌なことを忘れる時間を作ることが大切です。映
画、音楽鑑賞、カラオケなど夢中になれることを見
つけましょう。

・ぬるめのお湯にゆっくり漬かりましょう
　入浴は全身の血行が良くなり、代謝が活発になっ

質の良い休息と年1回の健康診断
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　　　　(左)金谷登 さん(女沼・67歳)

　　　　(右)吉岡久夫 さん(古河・75歳)

　　　　

奥深い風景写真の世界へ

風
景
写
真
を
専
門
に

　
金
谷
さ
ん
が
写
真
撮
影
を
始
め

た
の
は
20
歳
の
頃
。
列
車
が
好
き

で
蒸
気
機
関
車
と
風
景
を
合
わ
せ

て
写
真
に
収
め
る
た
め
で
し
た
。

そ
の
後
一
時
離
れ
ま
す
が
、
47
歳

の
頃
に
、
本
格
的
に
風
景
写
真
を

撮
り
始
め
ま
し
た
。

　
吉
岡
さ
ん
は
、
定
年
後
に
何
か

始
め
ら
れ
る
こ
と
を
探
し
て
い
た

時
、
魅
力
的
な
写
真
に
出
会
い
ま

し
た
。
誰
が
撮
っ
て
も
同
じ
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
写
真
が
、
撮
る

人
に
よ
っ
て
ま
る
で
違
う
も
の
に

見
え
る
こ
と
に
気
付
い
た
こ
と
か

ら
、
写
真
に
魅
せ
ら
れ
た
と
言
い

ま
す
。

　
日
常
で
何
気
な
く
目
に
し
て
い

る
風
景
が
、
実
は
古
河
に
し
か
な

い
特
別
な
風
景
だ
と
気
付
く
こ
と

が
撮
影
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

気
持
ち
を
高
め
撮
影
へ　

　

写
真
は
構
図
が
第
一
。「
そ
こ

に
し
か
な
い
も
の
」
を
大
切
に
し

て
お
り
、
無
意
識
に
フ
レ
ー
ム
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
物
を
見
る
と
い
う

金
谷
さ
ん
。
被
写
体
は
常
に
変
化

し
、
同
じ
写
真
は
二
度
と
撮
れ
な

い
、
ま
さ
に
一
期
一
会
で
す
と
楽

　毎年12月に開催されている渡良瀬遊水地フォトコンテスト。
平成２９年度最優秀賞を受賞した吉岡さんと、平成２８年度最優
秀賞を受賞した金谷さん。数々のコンテストで入賞を重ねてい
る2人に、写真への思いとその魅力について伺いました。

し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　
吉
岡
さ
ん
は
、
星
を
撮
る
と
き

な
ど
、
撮
影
開
始
１
時
間
前
に
は

準
備
を
整
え
、
時
を
待
ち
ま
す
。

一
瞬
を
逃
さ
ず
、
最
高
の
状
態
を

撮
影
す
る
た
め
集
中
力
を
高
め
ま

す
。
息
遣
い
も
気
に
な
る
ほ
ど
静

寂
の
な
か
で
の
撮
影
。構
図
、光
、

影
、
風
、
雲
の
流
れ
、
そ
こ
に
あ

る
全
て
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で

最
高
の
瞬
間
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。

　
撮
影
の
後
は
い
つ
も
、
風
景
に

あ
り
が
と
う
と
言
い
、
撮
ら
せ
て

く
れ
た
風
景
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
と
満
面
の
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

そ
の
人
の
心
が
映
る
も
の

　

数
々
の
入
賞
作
品
を
生
み
出
し

て
い
る
２
人
が
口
を
そ
ろ
え
る
の

は
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
自
身
の
理
想

を
追
い
求
め
、
撮
り
続
け
た
い
と

話
し
ま
す
。
風
景
写
真
は
人
生
そ

の
も
の
で
、
時
々
の
心
を
反
映
す

る
と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
写
真
は
、
人
に
よ
り
基
準
が
異

な
り
、
正
解
の
な
い
奥
が
深
い
世

界
。「
入
賞
は
結
果
で
あ
り
、
目

標
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
自
分

自
身
が
納
得
で
き
る
も
の
を
多
く

残
し
た
い
」
と
熱
く
語
る
姿
が
輝

い
て
い
ま
し
た
。

▲「序章」　撮影：金谷登さん

▲「静かに明ける」　撮影：吉岡久夫さん



お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メー
ルのタイトルを「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住
所・電話番号」を明記し、hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp( 秘書広報課)へ申し込みください♪
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今月の古河っ子

石塚凛
り ん

 ちゃん

 ( 1歳6カ月・駒込 )

　とってもおしゃべりな凛。これか
ら凛と会話が出来るようになる事
を、パパもママも楽しみにしている
よ！　元気いっぱいにすくすく成長
してね♥
(父：健太、母：利恵)

白戸心
し ん

瑛
え い

 くん

 ( 1歳8カ月・西牛谷 )

　いたずら好きの心瑛くん♥泣き顔
や怒った顔、喜んだ顔全部が宝物で
す！　これからも元気にすくすく
育ってね！！
(父：政博、母：末紀)

佐藤陽
は る

斗
と

 くん

 ( 7カ月・幸町 )

　パパとママが結婚して8年目に陽
斗が生まれました。陽斗に会えるの
をずっと楽しみにしていたんだよ。
人にも動物にもあたたかい心で接す
る事ができる大人になってね♥
(父：桂一、母：亜矢子)

岩田涼
りょう

冴
ご

さん  古河第一小学校6年生

　僕の将来の夢は、大工になることです。もともと
僕は、手先が器用で何かを作るのが大好きでした。
今は、宮大工になるか、家を作る大工になるかを考
えています。
　宮大工は細かいところまでとにかく正確に作るの
で、僕にとっては、すごくうれしい職業です。でも、
家を作る大工もすごい責任があります。なぜなら
ちょっとでもずれたら家が崩れてしまうからです。
そのためにいっぱい大工の勉強をしようと思います。

みんなが笑顔で過ごす
家を作りたい
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慶
応
４(

１
８
６
８)
年
４
月
16
日
、

日
光
東
街
道
武
井
宿
と
北ほ

く
な
ん南

茂も

ろ呂
村
の

間
、
台だ

い
せ
ん仙

坊ぼ
う(

現
在
は
大
戦
防
。
以
上

い
ず
れ
の
地
名
も
結
城
市)

に
お
い
て
、

旧
江
戸
幕
府
軍(

伝で
ん

習し
ゅ
う

隊た
い)

と
明
治
新
政

府
軍
の
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
諸
川
町
の
組
頭
で
あ
る
舘
野
家
の
日

記
「
戊ぼ

辰し
ん
の

年と
し
の

日に
っ

記き

」
に
は
、
民
間
人
の

唯
一
の
犠
牲
者
と
し
て
、
北
茂
呂
村
の

医
者
が
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

　
長
い
間
、
こ
の
医
者
に
つ
い
て
の
詳

細
は
不
明
で
し
た
が
、
地
元
の
人
か

ら
、「
亡
く
な
っ
た
医
者
の
弟
子
た
ち

が
、
明
治
期
に
、
建
立
し
た
供
養
塔
が

現
存
す
る
よ
」
と
の
情
報
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

隆
岱
先
生
行
状
碑
と
戊
辰
戦
争

　
先
頃
、
日
光
東
街
道
の
歴
史
案
内
を

す
る
た
め
、
新
聞
社
の
取
材
に
同
行
し

た
際
、
そ
の
供
養
塔
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
「
隆り

ゅ
う

岱だ
い

先せ
ん
せ
い生

行ぎ
ょ
う
じ
ょ
う状

」
と
題
し
た
石
碑

は
、
明
治
７(

１
８
７
４)

年
、
関
本
上

町(
現
在
の
筑
西
市
関
本
上)

の
医
者
で

学
者
の
、
元
結
城
藩
医
浜は

ま

名な

元も
と
ち
か知(

迂う

庵あ
ん)

が
碑
文
を
書
い
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
大
島
隆
岱
は

遠
方
に
も
知
ら
れ
た
温
厚
な
優
れ
た
医

者
で
、
台
仙
坊
で
の
激
し
い
戦
闘
が
村

内
に
拡
大
す
る
な
か
、
患
者
の
治
療
の

た
め
に
出
か
け
、
そ
の
帰
り
道
、
雨
の

よ
う
に
飛
び
交
う
銃
弾
の
中
を
匍ほ

匐ふ
く

で

戻
り
、
よ
う
や
く
屋
敷
に
辿た

ど

り
着
く
直

前
に
被
弾
、
48
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
あ

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
石
碑
の
裏
面
に
は
、
寺
子

屋
の
生
徒
を
表
す
筆ふ

で

子こ

１
０
０
余
名
の

住
所
・
氏
名
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
医
者
大
島
隆
岱
が
寺

子
屋
を
開
い
て
い
た
こ
と
と
、
行
状
碑

が
、
師
匠
隆
岱
の
徳
を
称
え
る
「
筆
子

塚
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

隆
岱
先
生
行
状
碑
と
南
蛮
外
科
栗
崎
流

▶
「
戊
辰
年
日
記
」(

諸
川
舘
野
家
文
書)

◀︎
「
大
島
隆
岱
行
状
碑
」(

結
城
市
北
南
茂
呂)

石
碑
の
裏
面
に
は
…

　
隆
岱
先
生
行
状
碑
の
裏
面
に
は
、
筆

子
た
ち
と
は
別
に
、
恩
名
村
の
南な

ん
ば
ん蛮

外げ

科か

栗く
り
さ
き崎

隆り
ゅ
う

泉せ
ん

の
名
が
あ
り
、
両
者
共
通

の
「
隆
」
の
一
字
か
ら
も
、
大
島
隆
岱

は
、
隆
泉
の
弟
子
に
あ
た
る
可
能
性
が

出
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
南
蛮
外
科
栗
崎
流
は
、
細

か
い
系
統
な
ど
不
明
な
点
も
多
い
で
す

が
、
肥ひ

後ご
の
く
に国
宇う

と土
郡ぐ

ん

栗
崎
村(

現
在
の

熊
本
県
宇
土
市
栗
崎
町)

出
身
の
初
代

栗
崎
道ど

う

喜き

が
、
天
正
年
間(

１
５
７
３

年
～
１
５
９
２
年)

、
ル
ソ
ン
島
に
わ
た

り
外
科
を
学
び
、
帰
国
後
に
始
め
た
も

の
で
す
。
初
代
道
喜
の
孫
で
３
代
目
の

道ど
う

有う

は
元
禄
14(
１
７
０
１)

年
、
江
戸

城
の
松
の
大
廊
下
で
浅
野
内た

く
み
の
か
み

匠
頭
に

斬
り
つ
け
ら
れ
、
負
傷
し
た
吉き

ら良
上こ

う
づ
け
の野

介す
け

の
刀
傷
を
治
療
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
河
藩
医
の
河
口
信し

ん
に
ん任

は
、

国
替
前
の
肥
前
唐
津
藩
時
代
に
、
長
崎

の
栗
崎
道ど

う
意い

に
入
門
し
、
栗
崎
流
の
免

許
皆
伝
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
恩
名
栗
崎
氏
は
、
栗
崎
道ど

う
え
き益

が
館
林
藩
の
藩
医
と
な
り
、
後
を
継
い

だ
子
の
道ど

う

由ゆ

が
、
病
弱
を
理
由
に
藩
医

を
辞
し
、
恩
名
村
に
移
り
住
ん
で
、
隆り

ゅ
う

松し
ょ
う

軒け
ん

と
名
乗
り
、
医
業
の
か
た
わ
ら
私

塾
を
開
い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
隆
松
軒
の
養
子
栗
崎
隆
泉
は
後

に
、
水み

の
く
ち
む
ら

口
村(

現
在
の
八
千
代
町
水
口)

に
移
り
、
恩
名
は
、
隆
松
軒
の
甥
の

道ど
う
け
ん賢
が
継
ぎ
ま
す
。

　
隆
泉
は
天
保
15(

１
８
４
４)

年
４
月

に
、「
南な

ん
ば
ん蛮
栗く

り
さ
き崎
流り

ゅ
う

外げ

か科
抜ば

っ
す
い萃
」
を
著

し
、
門
人
に
与
え
て
い
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
栗
崎
隆
泉
と
大
島
隆
岱
と
の
師

弟
関
係
を
示
す
も
の
は
、
現
状
、
こ
の

行
状
碑
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

三
和
資
料
館
学
芸
員　
白
石
謙
次
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中央公民館

昭和37年頃に総和村の香取小学校で行われた、合同七五三の
様子です。大勢の子どもたちが記念撮影をした木造の学

まな
び舎

や

は、昭和43年に名を釈迦小学校に改められました。50年以上
経った現在も、当時と変わらない児童の笑い声が聞こえてきま
す。

提供：鈴木一雄氏

【児童書】 
数え方のえほん

高野紀子　作
　牛は「1頭」と数えるの
に、ひつじは「1匹」。どう
して？　魚の数え方「尾・
本・枚」の使い分けは？　数
え方の基本から、大人も迷う
難しい使い分け方まで、日本
語の「数の数え方」が楽しく
学べる本。
� 出版社…あすなろ書房

【絵本】 
こなものがっこう

塚本やすし　作・絵
　小麦粉の学校がありまし
た。立派な「こなもの」にな
るための学校です。先生が

「みんなは、どんな食べ物に
なりたいかな？」というと、
こどもたちは「うどん」「た
こやき」「ドーナツ」などと
こたえて…。
� 出版社…フレーベル館

【一般書・小説】 
カネと共に去りぬ

久
く

坂
さか

部
べ

羊
よう

　著
　ある朝、目を覚ますと、
ベッドの上で自分の心が巨大
な毒虫のように変わっていて
…。文豪の名作を換

かんこつ

骨奪
だったい

胎
し、現代医療の問題を鋭く抉

えぐ

る。「変心」をはじめ全7編
を収録。「小説新潮」掲載に
書き下ろしを加えて単行本化。

出版社…新潮社

【一般書】 
東芝の悲劇

大鹿靖明　著
　東芝は、経済環境の激変や
技術革新の進化の速度に対応
できず、競争から落伍したわ
けではない。ただただ、歴代
トップに人材を得なかっただ
けであった。20年にわたる
徹底取材から東芝・失敗の本
質を明らかにする。

出版社…幻冬舎
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マ
マ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
「
孫
育

て
応
援
講
座
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
」

　
「
遊
ん
で
学
ん
で
知
り
合
う

場
所
」
で
す
。
祖
父
母
の
た
め

の
勉
強
会
・
情
報
交
換
会
を
行

い
ま
す
。
祖
父
母
同
士
、
孫
育

て
の
「
み
ん
な
ど
う
し
て
る
の

か
な
」
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
26
日(

土)
10
時
～
12
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
の

祖
父
母
。
こ
れ
か
ら
お
孫
さ
ん

が
う
ま
れ
る
予
定
の
プ
レ
祖
父

母
も
参
加
で
き
ま
す(

託
児
な

し)定
員　
10
人
程
度(
多
数
抽
選)

費
用　
３
０
０
円

内
容　
孫
育
て
応
援
「
遊
ん
で

学
ん
で
知
り
合
う
広
場
」

①
孫
と
の
あ
そ
び
方

②
保
護
者
の
た
め
の
交
流
会
、

お
話
し
会

申
込
期
限　
５
月
15
日(

火)

申
込
・
問　
タ
イ
ト
ル
に
「
孫

育
て
応
援
講
座
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
申

し
込
み
」
と
入
力
。
本
文
に

は
、
住
所
、
氏
名
、
昼
間
連
絡

の
取
れ
る
電
話
番
号
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い

古
河
親
楽
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
会
「
マ
マ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
」(

担

当
：
落
合)

　

m
a
m
a
n
_lo

u
n
g
e
_

koga@
yahoo.co.jp

＊医療機関
西：茨城西南医療センター病院(境町2190　℡87-8111)
友：友愛記念病院(東牛谷707　℡97-3000)
赤：古河赤十字病院(下山町1150　℡23-7111)
古：古河総合病院(鴻巣1555　℡47-1010)
＊診療時間
月曜日～土曜日：18時～23時
日曜日・祝日　：9時～16時
＊対象年齢　15歳未満　
※小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救
急医療を行っています。受診する際は、医療機関に必
ず事前に電話でご相談ください。実施時間外の受診に
ついては、筑波メディカルセンター病院(℡029-851-3511)でも小児救急に対応しています。

＊茨城子ども救急電話相談　
　受付時間　月曜日～土曜日：18時30分～翌日8時
　　　　　　日曜日・祝日・年末年始 （12/29～1/3）：8時～翌日8時
　電話番号　プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは局番なしの ｢#8000｣
　　　　　　すべての電話からは　℡029-254-9900
＊救急医療情報コントロールセンター　℡029-241-4199
　休日や夜間に救急対応している小児科の医療機関をお探しのときは、問い合わせください。

小児救急医療輪番表 日 月 火 水 木 金 土
5/1 2 3 4 5
西 西 西 赤 西

6 7 8 9 10 11 12
西 西 古 西 西 赤 西
13 14 15 16 17 18 19
友 西 西 西 西 赤 西
20 21 22 23 24 25 26
赤 西 古 西 西 赤 西
27 28 29 30 31 6/1 2
西 西 西 西 西 赤 西
3 4 5 6 7 8 9
赤 西 西 西 西 赤 西
10 11 12 13 14 15 16
西 西 古 西 西 赤 西
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健康づくり事業� 問　健康づくり課(古河福祉の森会館)℡48-6881

9～11カ月健診(無料)を
受けましょう
　乳児一般健康診査受診票(水色)
を使用して医療機関で受けられま
す。
問　　健康づくり課℡48-6881

教室 内容 場所 期日 時間 申込期間

マタニティ
スクール
(予約制)

パパママクラス編
健康の駅

5/26(土) 9時30分～12時
(受付時間：9時～9時30分)

マタニティライフ編 6/4(月) 13時30分～15時30分
(受付時間：13時～13時30分)

離乳食教室
(予約制)
定員20組［多数抽選］

離乳食の進め方や作り方についてのお話
※試食(初期のもの)あり。 健康の駅

5/30(水) 10時～
11時30分

5/8 (火)～16(水)

6/26(火) 6/5 (火)～13(水)

相談 内容 場所 期日 時間

発達相談
(予約制)

言葉が遅い、身体の動きが気になる等、
乳幼児の心理や発達に関する個別相談

古河福祉の森会館 5/7(月)

9時20分～15時30分
健康の駅 5/15(火)
健康の駅 6/5(火)
古河福祉の森会館 6/11(月)

乳幼児健康相談
育児相談・身体計測
(母子健康手帳持参)

健康の駅 5/22(火) 乳児(1歳未満 )
9時30分～10時30分
幼児(1歳以上)
10時～10時30分

古河福祉の森会館 5/28(月)

古河福祉の森会館 6/15(金)

乳幼児健康診査 対象 場所 期日 受付時間

3～4カ月児健診
H30年1月5日～1月30日生まれ 健康の駅 5/22(火)

13時～13時45分

H30年1月7日～2月1日生まれ 古河福祉の森会館 5/23(水)

1歳6カ月児健診

H28年10月1日～10月31日生まれ 古河福祉の森会館 5/9(水)
H28年10月4日～11月17日生まれ 三和地域福祉センター 5/25(金)
H28年10月1日～10月28日生まれ 健康の駅 5/29(火)
H28年11月1日～12月4日生まれ 古河福祉の森会館 6/13(水)

3歳児健診
H27年3月1日～4月15日生まれ 三和地域福祉センター 5/8(火)
H27年4月11日～5月15日生まれ 古河福祉の森会館 5/16(水)
H27年3月26日～4月30日生まれ 健康の駅 5/31(木)

おはなし会・読み聞かせ
期日 時間 場所 実施団体

5/2(水) 10時30分～11時10分 三和図書館 おはなしの会もこもこ

5/5(土・祝)
13時30分～14時30分 ユーセンター総和 どんぐりころころ
14時～15時 中央公民館 おはなしの会赤とんぼ

5/12(土)
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～15時 中田公民館 おはなしの会赤とんぼ
14時～ 古河図書館 あけぼの会

5/13(日) 15時～ 古河図書館 おはなしの会赤とんぼ

5/19(土)
14時～14時40分 三和図書館 おはなしの会赤とんぼ
14時～ 古河図書館 千里草の会

5/20(日) 13時30分～14時30分 ユーセンター総和 さくらんぼ

5/26(土)
13時30分～14時30分 ユーセンター総和 おはなしの会赤とんぼ
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～ 古河図書館 みどりの会

6/2(土)
13時30分～14時30分 ユーセンター総和 どんぐりころころ
14時～ 古河図書館 おはなしの会ぐりとぐら
14時～15時 中央公民館 おはなしの会赤とんぼ

6/6(水) 10時30分～11時10分 三和図書館 おはなしの会もこもこ

6/9(土)
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～15時 中田公民館 おはなしの会赤とんぼ
14時～ 古河図書館 あけぼの会

6/10(日) 15時～ 古河図書館 おはなしの会赤とんぼ

　問　古河図書館℡32-5299　三和図書館℡75-1511
　　　中央公民館℡92-4501　ユーセンター総和℡31-3211
　　　中田公民館℡48-1852

駅前子育て広場臨時休館
期日　5/27(日)
※自動交付機のみ利用可。
問　駅前子育て広場℡23-4120
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▲ 元気いっぱいの笑顔で入場する新一年生たち。友達をたくさん作ってく
ださいね

　市内の中学校で4月6日、小学校で4月
9日に、それぞれ入学式が行われました。
今春の新入生は小学校1,121人、中学校
1,113人。これから始まる学校生活に期
待と希望を胸いっぱいに膨らませ新生活
がスタートしました。
　釈迦小学校では、17人の一年生が入
学。少し緊張した面持ちでしたが、校長
先生の話をしっかり聞いていました。楽
しい学校生活を送ってください。

爽やかな青空の下で
小学校・中学校
入学式

　「飛び出さない　心のブレーキ　大切に」のス
ローガンを掲げ、4月6日から15日まで「春の全
国交通安全運動」が行われました。
　4月6日には市や古河警察署、交通安全関係団
体などが関戸交差点で街頭キャンペーンを行い、
チラシや「あんぜんパン」を配布し、通勤途中の
ドライバーに安全運転を呼び掛けました。

▲気持ちに余裕を持って、安全運転を心掛けましょう

交通事故をなくそう
春の交通安全
街頭運動キャンペーン

伸びやかに、大きく羽ばたけ
小学校・中学校
卒業証書授与式

　市内9中学校で3月13日に、市内23小学校で3
月20日に卒業式が行われました。小学生1,226
人、中学生1,167人が大きな希望を胸に飛び立ち
ました。
　厳かな雰囲気の中、代表答辞が読み上げられる
と、会場の卒業生たちは感極まる表情で、新たな
生活への期待を膨らませていました。

▲総和北中学校で一人一人に卒業証書が授与されました
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▲ 相手に負けずドリブルする古河第一高等学校の選手

築140年の古民家を舞台に
農業宿泊体験
モニターツアー

▲夕暮れにたき火をしながらの世間話に花がさきます

　3月24～26日、古河市サッカー場な
どで第38回古河市高校サッカーフェス
ティバルが開催され、山形県や神奈川県
など1都9県から16校が参加しました。
　今大会は度重なる激闘の上、3年ぶり
に古河第一高等学校が優勝を果たし、古
豪復活に向けてのろしが上がりました。
これから行われる全国高校総体サッカー
競技茨城予選会でも頑張ってください。

古河勢が3年ぶりの優勝！
第38回高校サッカー
フェスティバル

　4月10日、とねミドリ館(生涯学習センター総
和)で「平成30年度新規学卒者合同受入歓迎会及
び優良従業員表彰式」が行われました。
　市内の事業所に入社した334人を激励するとと
もに、職場の模範となる永年勤続者159人を表彰
しました。会社の未来を担う皆さんの活躍を期待
しています。

▲新規学卒者代表としてあいさつをする塚原圭祐さん

期待と希望を胸に
新規学卒者合同受入歓迎会
優良従業員表彰式

　3月17・18日、茨城県古民家再生協会主催の
古河の魅力を感じるモニターツアーが開催されま
した。東京都から参加した8人は、古河の農産物
をふんだんに使った食事や気球体験などを楽しみ
ました。参加者は「東京から車で2時間くらいの
距離でこんなに豊かで楽しい自然体験ができるな
んて知らなかった」とうれしそうに話しました。
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　古河市民大学は、さまざまな講座を通して古河の魅力に触れる「生涯学習の場」。自分磨きや仲間作り、
古河の魅力を発見できる講座が目白押しです。
　一部の講座では募集が始まります。奮ってご応募ください。

【問】生涯学習課(古河庁舎)　℡22-5111

古河市民大学2018が始まります

　花火の仕組みを学ぶ座学と、花火製造工場を見学。
日時　5月17日(木)19時～21時
　　　5月19日(土)9時30分～12時
場所　スペースU古河
定員　16人(多数抽選)　費用　700円
申込期限　5月10日(木)

　日頃の片付けをより効果的にすることを学び、
自分の時間も大切にしてみませんか。
日時　7月18日(水)9時30分～13時
場所　学校給食センター
定員　25人(多数抽選・託児あり)
費用　440円(給食試食費込み)
申込期限　6月29日(金)

子育てカフェⅠ～整理収納編～

花火学講座～初級編～

　アンチエイジング＆造顔ヨガ。
日時　6月16日(土)10時～12時
場所　はなももプラザ
定員　20人(多数抽選)　費用　300円
申込期限　5月30日(水)

大人女子のための自分磨き講座Ⅰ

　「災害発生後72時間を生き延びるために」を
テーマにした講義と、避難所運営ゲームを体験。
日時　7月7日(土)9時30分～13時30分
場所　古河福祉の森会館
定員　50人(多数抽選)
費用　無料(試食を希望する人は400円)
申込期限　6月22日(金)

防災講座Ⅲ

今年は「上級編」の講座も用意！
この他にも、遊水地講座～秋の植物編～、歴史講座～近世編～、日本酒講座など14講座を開催予定です。特
に、花火学講座や民俗学講座では、過去の受講者(花火学講座は今回募集を含む)だけを対象にした上級編も
開催します。
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分類 改正前 改正後 差額
年税額 36万3,800円 38万4,800円 ＋2万1,000円

分類 内訳 改正前(A) 改正後(B) 差額(B-A)

医療分
(0～74歳)

所得割(所得に対して) 6.90％ 7.36％ 0.46％
均等割(加入者1人当たり) 1万6,300円 1万7,300円 +1,000円
平等割(1帯当たり) 1万8,900円 2万円 +1,100円
賦課限度額(※) 54万円 58万円 +4万円

後期高齢者
支援分

(0～74歳)

所得割(所得に対して) 1.85％ 1.97％ 0.12％
均等割(加入者1人当たり) 4,500円 4,800円 +300円
平等割(1世帯当たり) 5,100円 5,400円 +300円
賦課限度額 19万円 19万円 ―

介護分
(40～64歳)

所得割(所得に対して) 1.35％ 1.37％ 0.02％
均等割(加入者1人当たり) 1万700円 1万900円 +200円
平等割(1世帯当たり) ― ― ―
賦課限度額 16万円 16万円 ―

　広報古河3月号でもお知らせしたとおり、平成30年度から県が国保財政運営の責任主体となりま
す。将来的には県内統一の保険税率を目指すことになりますが、当面は各市町村の実情に合わせて
税率を決定し、財源を確保することになります。
　このようなことから、市では平成30年度から原則2年ごとに、加入者への急激な負担増にならな
いよう配慮しながら、税率を見直しすることになりました。

【問】国保年金課(古河庁舎)　℡22-5111 

平成30年度からの新しい税率

所得の少ない世帯への軽減措置の拡充

モデルケース(国民健康保険税計算例)　

※賦課限度額(医療分)の改正は、国の税制改正によるものです。

軽減種類 平成30年度からの軽減判定方法(均等割・平等割が対象) 拡充額
7割 所得33万円以下 ―

5割 所得33万円＋(27万5,000円×被保険者数と特定同一世帯所属者の合算数)以下 5,000円

2割 所得33万円＋(50万円×被保険者数と特定同一世帯所属者の合算数)以下 1万円

世帯：夫(70歳)、妻(68歳)
収入：夫(年金収入200万円)、妻(年金収入80万円)

世帯：単身(25歳)
収入：無し

軽減割合：2割軽減(均等割・平等割) 軽減割合：軽減措置なし(均等割・平等割)

分類 改正前 改正後 差額
年税額 1万3,300円 1万4,100円 ＋800円

分類 改正前 改正後 差額
年税額 28万1,600円 29万7,700円 ＋1万6,100円

軽減割合：7割軽減(均等割・平等割) 軽減割合：5割軽減(均等割・平等割)

世帯：夫(48歳)、妻(46歳)、子(17歳)、子(15歳)
収入：夫(営業所得210万円)

世帯：夫(58歳)、妻(52歳)、子(20歳)、子(18歳)
収入：夫(給与収入400万円)

平成30年度から国民健康保険税率が変わります

分類 改正前 改正後 差額
年税額 7万3,800円 7万8,500円 ＋4,700円

※下線部分が拡充箇所となります。



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3
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険
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
納
付
方
法

の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
６
月
中
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第

１
期
の
納
付
方
法
を
変
更
す
る
場
合

は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
現
金
納
付
→
口
座
振
替

口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い●
振
替
方
法
の
変
更(

全
納
→
期
別
、

期
別
→
全
納)

・
金
融
機
関
の
変
更

再
度
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

●
口
座
振
替
→
現
金
納
付

口
座
振
替
廃
止
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い問　

収
納
課

古
河
都
市
計
画(

案)

の
縦
覧

期
間　
５
月
７
日(

月)

～
21
日(

月)

場
所　

都
市
計
画
課

内
容　
地
区
計
画
の
変
更(

名
崎
地
区)

［
市
決
定
］、
地
区
計
画
の
変
更(

仁
連

地
区)

［
市
決
定
］

意
見
書
の
提
出　
５
月
21
日(

月)

ま
で

［
必
着
］

問　

都
市
計
画
課

工
業
統
計
調
査

　
工
業
統
計
調
査
を
６
月
１
日
現
在
で

行
い
ま
す
。
調
査
を
お
願
い
す
る
製
造

事
業
所
に
は
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
な
お
、

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
主
体　
経
済
産
業
省
・
茨
城
県
・

古
河
市

問　

情
報
統
計
課
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人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
、
解
決
の
お

手
伝
い
や
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
に
は

市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
１
日(

金)

10
時
～
12
時
、

13
時
～
15
時

場
所　

古
河
庁
舎(

市
民
相
談
室
、

１
０
１
会
議
室)

、
総
和
第
２
庁
舎(

会

議
室
４)

、
三
和
庁
舎(

会
議
室
Ａ
・
Ｂ)

人
権
擁
護
委
員
［
敬
称
略
］

粕
谷
勇
二(

新
久
田)

、
井
岡
信
一(

雷

電
町)

、
木
塚
惠
子(

三
和)

、
岡
田
修

司(

長
谷
町)

、
大
島
徹(

鴻
巣
・
４
月

新
任)

、
宮
本
京
子(

上
辺
見)

、
斉
藤

早
苗(

女
沼)

、
斉
藤
晴
男(

磯
部)

、
田

續
恭
子(

上
大
野)

、
鈴
木
務(

東
山

田)

、
佐
山
真
宏(

尾
崎)

、
中
村
浩
子

(
諸
川)

、
靏
見
嘉
恭(

下
片
田)

申
込
・
問　
５
月
10
日(

木)

～
要
予
約

人
権
・
男
女
共
同
参
画
室

国
保
人
間
ド
ッ
ク(

二
次
募
集)

受
け
付
け

対
象

・
申
込
時
に
国
保
被
保
険
者
で
、
受
診

日
に
お
い
て
引
き
続
き
被
保
険
者
で
あ

る
人

・
昭
和
24
年
４
月
１
日
～
昭
和
54
年
３

月
31
日
生
ま
れ
の
人

・
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な
い
人

※
特
定
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
と
の
重

複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　
７
０
０
人(

先
着)

助
成
額　
２
万
３
千
円

自
己
負
担
額

１
万
２
千
円
～
２
万
２
０
０
円

※
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

受
診
可
能
医
療
機
関　
山
中
医
院
、
西

村
外
科
、
友
愛
記
念
病
院
、
古
河
赤
十

字
病
院
、古
河
総
合
病
院
、田
中
医
院
、

ホ
ス
ピ
タ
ル
坂
東
、
茨
城
西
南
医
療
セ

ン
タ
ー
病
院

申
込　
５
月
21
日(

月)

～
25
日(

金)

９

時
～
17
時
に
、
受
診
希
望
者
の
平
成
30

年
度
特
定
健
康
診
査
受
診
券
、
国
民
健

康
保
険
証
、
認
め
印
を
持
参
の
上
、
申

し
込
み

申
込
場
所　

国
保
年
金
課
、

市
民

総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

問　

国
保
年
金
課

農
業
者
年
金
現
況
届

　
５
月
末
ご
ろ
に
農
業
者
年
金
受
給
資

格
の
確
認
の
た
め
、
農
業
者
年
金
基
金

か
ら
現
況
届
の
用
紙
が
届
き
ま
す
。
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　
６
月
１
日(

金)

～
29
日

(

金)提
出
先　

農
業
委
員
会
事
務
局
、

市
民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口

室問　

農
業
委
員
会
事
務
局

就
学
相
談

　
平
成
31
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
予

定
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
就
学
に
関
す

る
相
談
を
行
い
ま
す
。
特
別
な
教
育
的

支
援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
情
報
提
供
を
す
る
と
と
も
に
保
護
者

や
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
相
談
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
特
別
支
援
学
級
や

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る

場
合
に
は
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
月
曜
日
～
金
曜
日
、
８
時
30
分

～
17
時
15
分

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。

場
所　
古
河
庁
舎
２
階

対
象　
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
保
護
者

問　

指
導
課

結城野田線の一部区間が市道になります
　県が管理する道路の一部区間が市道に移管されまし
た。今後の問い合わせや道路管理に関する申請等は市
が窓口となります。
移管日　3月26日(月)
区間　主要地方道結城野田線の一部区間
(山田交差点から市境・谷千代橋まで延長約３．７㎞)
道路番号　市道三和6600号線
問　 用地管理課
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第
２
回
市
議
会
定
例
会

会
期
予
定　
６
月
５
日(

火)

～
15
日

(

金)場
所　
古
河
庁
舎
３
階
議
場
、
委
員
会

室傍
聴
者
定
員　
62
人(
委
員
会
は
10
人)

問　

議
会
事
務
局

古
河
市
斎
場
利
用
料
金
の
改
定

　
６
月
１
日(

金)

か
ら
、
古
河
市
斎
場

の
火
葬
時
の
待
合
室
基
本
料
金(

市
民

料
金)

を
５
千
円(

超
過
料
金
は
１
時
間

千
円)

に
改
定
し
ま
す
。

問　

環
境
課

(

予
告)

市
営
住
宅
入
居
募
集

　
６
月
１
日(

金)

～
29
日(

金)

に
市
営

住
宅
の
入
居
募
集
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
詳
細
は
、
広
報
古
河
６
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問　

営
繕
住
宅
課

健
康
の
駅
ヘ
ル
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
平
日
の
開
館
時
間
を
延
長

時
間　

平
日
：
９
時
～
21
時
、
土
曜

日
・
日
曜
日
：
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
・
祝
日

対
象　
18
歳
以
上

※
初
め
て
利
用
す
る
人
は
、
初
回
講
習

会
の
受
講
が
必
要
。

費
用　
２
１
０
円(

70
歳
以
上
、
障
害

者
手
帳
等
提
示
者
・
介
助
者
無
料)

問　
健
康
の
駅
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

℡
９
２
‐
７
０
８
５

退
職(

失
業)

時
の

国
民
年
金
の
手
続
き

■
配
偶
者
の
退
職(

失
業)

に
よ
り
国
民

年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
資
格
を
失
っ

た
と
き

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン(

厚
生
年
金
・
共
済

組
合
の
加
入
者)
の
被
扶
養
配
偶
者
は
、

「
第
３
号
被
保
険
者
」
と
し
て
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
配
偶
者
が

退
職(

失
業)

し
て
失
職
す
る
と
夫
婦
共

に
市
役
所
で
国
民
年
金
の
「
第
１
号
被

保
険
者
」
に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
行

い
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
第
１
号
被
保
険
者
は
、

原
則
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
に
限
ら

れ
ま
す
。

■
退
職(

失
業)

時
の
特
例
免
除
制
度

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

困
難
な
場
合
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
免
除
に
は

所
得
制
限
が
あ
り
、
申
請
者
本
人
、
配

偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
審
査

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
免
除
申
請
す
る

年
度
に
退
職(

失
業)

し
た
場
合
は
「
特

例
免
除
」
と
い
っ
て
、
退
職
し
た
本
人

の
所
得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行

わ
れ
る
の
で
所
得
制
限
の
審
査
の
ハ
ー

ド
ル
が
低
く
な
り
ま
す
。
申
請
に
は
、

失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明(

雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
、離
職
票
等)

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問　

国
保
年
金
課
、

下
館
年
金
事
務
所

℡
０
２
９
６
‐
２
５
‐
０
８
２
９

昭
和
56
年
以
前
の
住
宅
の

無
料
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す

対
象　
市
内
に
存
在
す
る
木
造
戸
建
て

住
宅
を
所
有
の
、
次
の
①
～
④
全
て
を

満
た
す
人

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
確

認
を
受
け
て
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
階

数
が
２
階
以
下
、
延
べ
面
積
が
30
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

②
在
来
軸
組
木
造
工
法
・
伝
統
工
法
で

建
て
ら
れ
た
も
の

※
プ
レ
フ
ァ
ブ
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、

丸
太
組
工
法
等
は
対
象
外
。

③
過
去
に
こ
の
事
業
に
基
づ
く
耐
震
診

断
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
所
有
者
お
よ
び
そ
の
世
帯
員
が
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

定
員　
10
戸(

多
数
抽
選)

内
容　
診
断
士
と
訪
問
日
を
決
定
後
、

家
の
中
と
外
回
り
を
調
査
し
ま
す

※
耐
震
診
断
は
建
築
当
時
の
耐
力
を
診

断
す
る
も
の
で
、
震
災
に
よ
る
被
害
状

況
を
診
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
人
に
診
断
士

の
派
遣
や
改
修
工
事
の
あ
っ
せ
ん
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

申
込
・
問　
５
月
15
日(

火)

～
６
月
８

日(

金)

に
申
請
書
を
提
出

建
築
指
導
課

耐
震
補
強
が
必
要
な
住
宅
の
耐
震

改
修
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

対
象　
耐
震
診
断
を
行
っ
た
市
内
に
存

在
す
る
自
己
用
の
木
造
戸
建
て
住
宅

で
、
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点
が

1.0
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
、
上
部
構
造
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毎
週
木
曜
日
は
総
和
庁
舎
の

一
部
窓
口
を
延
長
開
庁

　
毎
週
木
曜
日
は
、
19
時
ま
で

市
民

総
合
窓
口
課
と

子
ど
も
福
祉
課
を
延

長
開
庁
し
て
い
ま
す
。

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。

問　

市
民
総
合
窓
口
課
、

子
ど
も

福
祉
課

市
内
の
空
中
放
射
線
量
測
定
結
果

測定場所
(地上1ｍで測定)

3/15(木) 4/2(月)

三和庁舎 0.051 0.049

総和庁舎 0.042 0.044

古河庁舎 0.072 0.072

※数値はマイクロシーベルト/
毎時です。健康に影響のあるレ
ベルではありません。

問　

環
境
課

  

イ
ベ
ン
ト

古
河
さ
つ
き
・
盆
栽
展

　
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
さ
つ
き
や
盆
栽
を
展
示
し
ま
す
。

季
節
感
の
あ
る
色
と
り
ど
り
の
花
や
枝

ぶ
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
期
間
中

は
会
場
入
口
で
、
さ
つ
き
・
盆
栽
の
即

売
会
も
行
い
ま
す
。

評
点
を
1.0
以
上
に
す
る
補
強
設
計
お
よ

び
耐
震
改
修
工
事

※
対
象
住
宅
、
設
計
者
、
施
工
者
等
に

要
件
が
あ
り
ま
す
。

定
員　
２
戸(

多
数
抽
選)

内
容　
設
計
お
よ
び
工
事
に
必
要
な
経

費
の
３
割
に
相
当
す
る
額

※
限
度
額
は
補
強
設
計
10
万
円
、
耐
震

改
修
工
事(

工
事
監
理
費
含
む)

１
０
０
万
円
。

申
込
期
限　
６
月
29
日(

金)

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

建
築
指
導
課

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

接
種
期
限　
平
成
31
年
３
月
31
日(

日)

接
種
場
所　
指
定
医
療
機
関

対
象　

①
平
成
30
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75

歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
１
０
０
歳

と
な
る
人(

４
月
上
旬
に
予
診
票
を
送

付
し
ま
し
た)

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
が
い(

身
体
障
害
者
手
帳
１
級)

の
あ

る
人

※
接
種
前
に
接
種
券
の
申
請
が
必
要
で

す
。

※
既
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

助
成
額　
３
千
円(

接
種
料
金
は
医
療

機
関
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
差
額
分
を

医
療
機
関
に
お
支
払
く
だ
さ
い)

※
生
活
保
護
受
給
者
は
接
種
前
に
免
除

券
の
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
全
額
公
費

負
担
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

農
地
の
貸
し
借
り
は

安
心
な
利
用
権
設
定
で

　
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
に
は
、
農

地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
が
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
利
用
権
設

定
を
行
う
場
合
に
は
、
許
可
が
不
要
と

な
り
ま
す
。
利
用
権
設
定
は
、
農
業
者

が
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図
り
、
安

心
し
て
農
地
を
貸
す
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す(

市
街
化
区
域
を
除
く)

。

提
出
書
類　
当
事
者
間
で
作
成
し
た
利

用
権
設
定
計
画
書
等(

今
回
の
始
期
は

８
月
１
日
で
す)

申
込
期
間　
５
月
14
日(

月)

～
６
月
15

日(

金)

問　

農
業
委
員
会
事
務
局

日
時　

６
月
１
日(

金)

13
時
～
17
時

６
月
２
日(

土)

９
時
～
17
時

６
月
３
日(

日)

９
時
～
16
時

場
所　
中
央
公
民
館

問　
古
河
市
観
光
協
会(

観
光
物
産

課
内)

℡
２
３
‐
１
２
６
６

伝
統
の
技
で

カ
リ
カ
リ
梅
を
作
ろ
う

日
時　
６
月
６
日(

水)

13
時
30
分
～

場
所　
三
和
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
人

定
員　
20
人(

多
数
抽
選)

費
用　
１
５
０
０
円(

当
日
納
入)

申
込
期
限　
５
月
16
日(

水)

問　

農
政
課

渡
良
瀬
遊
水
地

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
巡
回
展

　
渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
５
月
15
日(

火)

～
27
日(

日)

場
所　
道
の
駅
「
ま
く
ら
が
の
里
こ
が
」

主
催　
渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
実
行
委
員
会

問　

企
画
課
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古
河
マ
ル
シ
ェ

　
市
内
商
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
古
河
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し

ま
す
。
魅
力
的
な
お
店
が
多
数
出
店
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。 

日
時　
５
月
20
日(
日)
10
時
～
15
時

場
所　
JR
古
河
駅
西
口
お
ま
つ
り
特
設

会
場

問　

(

株)

雪
華
℡
３
１
‐
７
６
１
１

こ
ど
も
き
も
の
教
室

日
時　
６
月
９
日(

土)

～
平
成
31
年
１

月
19
日(

土)

［ 

発
表
会
を
含
む
全
15
回
］

場
所　
三
和
公
民
館

対
象　
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生

定
員　
20
人　
費
用　
３
５
０
０
円

講
師　
山
腰
す
い
氏

申
込　
５
月
28
日(

月)

ま
で
に
講
師
に

直
接
申
し
込
み

山
腰
す
い
宅
℡
７
６
‐
２
４
３
７
、

７
６
‐
２
７
１
９

問　

生
涯
学
習
課

こ
ど
も
茶
道
教
室

日
時　
６
月
16
日(

土)

～
平
成
31
年
１

月
５
日(

土)

［ 

発
表
会
を
含
む
全
15
回
］

場
所　
三
和
公
民
館
、
講
師
茶
室

対
象　
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
と

保
護
者
１
人

定
員　
20
組　
費
用　
５
千
円

講
師　
酒
井
邦
子
氏

申
込　
５
月
28
日(

月)

ま
で
に
講
師
に

直
接
申
し
込
み

酒
井
邦
子
宅
℡
７
７
‐
１
９
６
９
、

７
６
‐
３
５
２
９

問　

生
涯
学
習
課

伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業

親
と
子
の
能
楽
体
験
教
室

日
時　
８
月
３
日(

金)

～
６
日(

月)

・

９
日(
木)
～
11
日(

土
・
祝)

［
全
７
回
］

時
間　
９
時
～
12
時(

11
日
は
14
時
～)

場
所　
ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河

対
象　
市
内
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年

生
、
お
よ
び
保
護
者(
子
ど
も
の
み
の

参
加
も
可)

定
員　
20
人(

多
数
抽
選)

費
用　
２
千
円(

足
袋
は
各
自
ご
用
意

く
だ
さ
い
。
ナ
イ
ロ
ン
足
袋
可)

内
容　
能
の
謡う

た
・
仕し

舞ま
い
・
大お

お
鼓つ

づ
み

を
体
験

講
師　

久く

貫ぬ
き

弘ひ
ろ

能の

氏
・
白
坂
保
行
氏

(

能
楽
師)

申
込
期
限　
７
月
20
日(

金)

申
込　
氏
名
・
学
年
・
住
所
・
電
話
番

号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

久
貫
弘
能
氏
℡
０
９
０
‐
１
１
９
７
‐

９
８
０
５
、

０
９
２
‐
７
７
１
‐

５
０
２
７

hkunuki.0624@
gm

ail.com

問　

生
涯
学
習
課

自
然
環
境(

里
山)

保
全
観
察
会

　
身
近
な
自
然
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
里
山
自
然
観
察
会
を
行
い
ま

す
。
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
随
時
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
27
日(

日) 

９
時
～
16
時

［
雨
天
時
は
６
月
３
日(

日)

］

場
所　
稲
宮
の
森

内
容　
①
森
の
散
策
②
森
の
中
の
コ
ン

サ
ー
ト(

13
時
～
16
時)

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
が
里
山
を
守
る
会

℡
７
８
‐
０
７
９
５

渡
良
瀬
遊
水
地

自
然
観
察
会(

野
鳥)

日
時　
６
月
７
日(

木)

８
時
30
分
～
12

時
30
分
［
予
定
］

集
合
場
所　
古
河
庁
舎
正
面
玄
関
前

※
希
望
に
よ
り
バ
ス
で
現
地
へ
向
か
う

途
中
、
JR
古
河
駅
西
口
を
経
由
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
５
年
生
以
上

内
容　
野
鳥
の
観
察
、
専
門
家
に
よ
る

解
説

定
員　
20
人(

多
数
抽
選)

費
用　
無
料

申
込
期
限　
５
月
23
日(

水)

申
込
・
問　

環
境
課

障
が
い
者
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア

期
日　
６
月
17
日
～
平
成
31
年
３
月
17

日(

９
月
を
除
く
、
毎
月
１
回
日
曜
日)

時
間　

小
学
生
以
下
10
時
～
11
時

中
学
生
以
上
11
時
30
分
～
12
時
30
分

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

対
象　
市
内
在
住
で
障
が
い
の
あ
る
人

定
員　
各
20
人　

費
用　
５
０
０
円

内
容　
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
ミ
ュ
ー
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者
と
し
て
の
心
得
や
倫
理
、
高
齢
者
の

心
と
体
に
関
す
る
理
解
な
ど

申
込
期
間　
５
月
１
日(

火)

～
６
月
18

日(

月)

問　

(

福)

古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
４
８
‐
０
８
０
８

介
護
支
援
講
座

■
「
お
い
し
く
食
べ
て
体
力
ア
ッ
プ
」

日
時　
５
月
19
日(

土)

13
時
30
分
～
16
時

場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
愛
光

園
」(

新
久
田
２
５
０
‐
４)

対
象　
高
齢
者
の
介
護
に
携
わ
っ
て
い

る
人
や
関
心
の
あ
る
人
な
ど

定
員　
20
人　
　

費
用　
無
料

内
容　
高
齢
者
の
栄
養
管
理
の
講
義
を

聞
き
、
必
要
不
可
欠
な
栄
養
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
る
。
の
み
込
み
の
弱
い

人
へ
の
食
事
を
試
食
し
、
食
事
の
大
切

さ
の
理
解
を
深
め
る
。
参
加
者
交
流
会

も
あ
り

申
込
・
問　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
光
園
」
℡
４
８
‐
６
９
４
４

ジ
ッ
ク
・
ケ
ア(

音
楽
療
法)

申
込　
５
月
31
日(

木)

ま
で
に
費
用
を

添
え
て
申
し
込
み

申
込
場
所　

障
が
い
福
祉
課
、

市

民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口

室問　

障
が
い
福
祉
課

℡
９
２
‐
４
９
１
９

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
集
会
、
各
種
会
議

な
ど
で
、
参
加
者
が
安
心
し
て
話
が
で

き
る
空
間
を
作
り
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ

に
話
し
合
い
を
進
め
た
り
、
意
見
を
ま

と
め
た
り
す
る
進
行
役
「
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座(

初
心
者
向

け)

を
開
催
し
ま
す
。

　
養
成
講
座
終
了
後
は
、
市
の
子
育
て

支
援
活
動
で
ス
キ
ル
を
生
か
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。

日
時　
６
月
７
日(

木)

・
14
日(

木)

・

21
日(

木)

９
時
30
分
～
12
時(

都
合
の

つ
か
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い)

場
所　
は
な
も
も
プ
ラ
ザ

対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
で
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
、
ま
た
は
市
の
子
育
て
支
援

に
興
味
の
あ
る
人

定
員　
20
人
程
度　

費
用　
無
料

内
容　

市
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た

「
親
楽
ブ
ッ
ク
」
を
使
用
し
て
、
家
庭

教
育
に
関
す
る
こ
と
を
題
材
に
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す

講
師　
古
河
親
楽
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
会

申
込
期
限　
５
月
23
日(

水)

申
込
・
問　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
昼
間
連
絡
の
取
れ
る
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー

ル
の
場
合
は
、
必
ず
タ
イ
ト
ル
に

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
申
し

込
み
」
と
入
力

生
涯
学
習
課

２
２
‐
７
１
１
４
、

　
shougai@

city.ibaraki-koga.
lg.jp認

定
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

　
市
が
実
施
す
る
総
合
事
業
の
家
事
応

援
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
を
養
成
す

る
研
修
を
行
い
ま
す
。

日
時　
６
月
26
日(

火)

・
27
日(
水)

９
時
30
分
～
15
時
15
分

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

対
象　
市
内
在
住
で
古
河
市
認
定
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
就
労
す
る
意
思
の
あ
る
人

定
員　
30
人(

多
数
抽
選)　

費
用　
無
料

内
容　
家
事
応
援
訪
問
サ
ー
ビ
ス
従
事

近
代
医
学
の
さ
き
が
け

河
口
家
の
人
び
と

　
江
戸
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
流
外
科
医
術

を
も
っ
て
古
河
藩
に
仕
え
、
幕
末
に
は

日
本
で
二
番
目
と
な
る
解
剖
書
『
解か

い

屍し

編へ
ん

』
の
著
者
で
あ
る
河
口
信
任
を
輩
出

し
た
河
口
家
の
系
譜
を
、
同
家
に
伝
え

ら
れ
る
資
料
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

日
時	

５
月
26
日(

土)

～
７
月
１
日

(

日)

９
時
～
17
時
［
入
館
は
16
時
30
分

ま
で
］

場
所　
古
河
歴
史
博
物
館

費
用	

大
人
４
０
０
円
、
小
中
高
生

１
０
０
円

問　
古
河
歴
史
博
物
館

℡
２
２
‐
５
２
１
１

日
本
篆
刻
家
協
会
役
員
展

　
日
本
篆て

ん
刻こ

く
家
協
会
役
員
の
篆
刻
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

日
時　
６
月
21
日(

木)

ま
で
、
９
時
～

17
時
［
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
］

※
５
月
25
日(

金)

は
休
館
。

場
所　
篆
刻
美
術
館

費
用　
大
人
２
０
０
円
、
小
中
高
生
50

円問　
篆
刻
美
術
館
℡
２
２
‐
５
６
１
１
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古
河
文
学
館
テ
ー
マ
展

日
時　
７
月
26
日(

木)

ま
で
、
９
時
～

17
時
［
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
］

費
用　
大
人
２
０
０
円
、
小
中
高
生
50
円

内
容　
展
示
室
１
ス
ポ
ッ
ト
展
示
「
追

悼
・
粒
来
哲
蔵
Ⅰ
‐
詩
人
の
生
涯
‐
」、

展
示
室
２
テ
ー
マ
展
示
「
鷹
見
久
太
郎

と
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
‐
四
季
の
風
物
詩 
‐
」

問　
古
河
文
学
館
℡
２
１
‐
１
１
２
９

蓄
音
器
に
よ
る

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

日
時　
５
月
18
日(

金)

①
11
時
②
14
時

［
約
25
分
］

場
所　
古
河
文
学
館
サ
ロ
ン

定
員　
30
人
程
度

入
場
料　
無
料(

展
示
室
の
見
学
に
は

別
途
料
金
が
必
要
で
す)

演
目　
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
ア
ル
プ

ス
交
響
曲
」
前
半
部
分
を
午
前
の
部

で
、
後
半
部
分
を
午
後
の
部
で
演
奏

※
レ
コ
ー
ド
の
状
態
に
よ
り
、
曲
目
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
レ
コ
ー

ド
は
古
い
も
の
な
の
で
、
音
の
ひ
ず
み

等
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

文
化
協
会
か
ら
の
ご
案
内

■
古
河
写
真
ク
ラ
ブ
「
写
真
展
」

日
時　
５
月
15
日(

火)

～
20
日(

日)

９
時
～
17
時
［
20
日
は
16
時
ま
で
］

場
所　
古
河
街
角
美
術
館

問　
古
河
写
真
ク
ラ
ブ(

担
当
：
岡
崎)

℡
２
２
‐
１
６
８
１
、

生
涯
学
習
課

■
猿
島
皐
月
愛
栽
会
「
花
季
展
示
会
」

日
時　
５
月
28
日(

月)

～
30
日(

水)

９
時
～
17
時
30
分

場
所　
三
和
庁
舎

問　
猿
島
皐
月
愛
栽
会(

担
当
：
渡
辺)

℡
７
６
‐
１
６
８
８
、

生
涯
学
習
課

■
下
総
美
術
会
「
下
総
美
術
展
」

日
時　
５
月
28
日(

月)

～
６
月
３
日

(

日)

９
時
30
分
～
17
時

［
３
日
は
16
時
ま
で
］

場
所　
三
和
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

【
出
品
者
募
集
】

誰
で
も
自
由
に
出
品
で
き
ま
す
。

出
品
料　
２
千
円

申
込
・
問　
下
総
美
術
会(

担
当
：
酒

井)

℡
７
７
‐
１
９
６
９
、

生
涯
学

習
課

  

ス
ポ
ー
ツ

マ
ス
タ
ー
ズ
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
今
年
も
全
国
か
ら
40
歳
以
上
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
た
ち
、
１
２
０
チ
ー
ム(

約

２
５
０
０
人)

が
熱
く
楽
し
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ

い
。

日
時
・
内
容

第
１
週
５
月
19
日(

土)

・
20
日(

日) 

：

チ
ャ
レ
ン
ジ
40
・
50
雀か

ら

部
門
・
エ
ン

ジ
ョ
イ
50
雀
部
門

第
２
週
５
月
26
日(

土)

・
27
日(

日)

：

エ
ン
ジ
ョ
イ
40
・
60
雀
部
門

両
日
と
も
に
９
時
試
合
開
始

場
所　
古
河
市
サ
ッ
カ
ー
場
、
リ
バ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
古
河

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課(

古
河
は
な
も

も
体
育
館)

℡
９
２
‐
０
５
５
５

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
デ
モ
ス

ポ
開
催
記
念
少
林
寺
拳
法
茨
城
県

大
会
兼
全
国
大
会
予
選
会

日
時　
５
月
27
日(

日)

10
時

場
所　
古
河
は
な
も
も
体
育
館

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

℡
９
２
‐
０
５
５
５

行
政
自
治
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

日
時　
６
月
３
日(

日)

７
時
30
分

場
所　
市
内
野
球
場(

開
会
式
は
上
大

野
グ
ラ
ウ
ン
ド)

対
象　
古
河
市
行
政
自
治
会
の
チ
ー
ム

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

℡
９
２
‐
０
５
５
５

市
民
体
育
祭
卓
球
競
技

日
時　
７
月
１
日(

日)

８
時
45
分

場
所　
古
河
は
な
も
も
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
、
連
盟
登
録
者

費
用　
団
体(

１
チ
ー
ム)

２
千
円
、
中

学
生
チ
ー
ム
千
円
、
小
学
生
シ
ン
グ
ル

ス
２
０
０
円
［
当
日
納
入
］

申
込　
６
月
15
日(

金)

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

℡
９
２
‐
０
５
５
５

市
民
体
育
祭

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

日
時　
６
月
17
日(

日)

９
時

場
所　
古
河
は
な
も
も
体
育
館

対
象　
古
河
市
民
お
よ
び
連
盟
登
録
者
、

近
隣
の
愛
好
チ
ー
ム



施設の愛称
いちょうプラザ(駅西地域交流セン
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費
用　
２
千
円

主
管　
古
河
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟

申
込　
５
月
31
日(

木)

ま
で
に
三
和
健

康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
所
定
の
申
込
用
紙
を
提
出

〒
３
０
６
‐
０
１
２
５
古
河
市
仁
連

２
０
４
２
‐
１
、

７
６
‐
９
９
２
２

問　
古
河
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟(

担
当
：
西
村)

℡
７
６
‐
９
５
９
５

市
民
体
育
祭
野
球
競
技

日
時　
６
月
24
日(

日)

、
７
月
１
日

(

日)

・
８
日(

日)

・
15
日(

日)

８
時

場
所　
古
河
市
民
球
場
、
丘
里
球
場
、

三
和
野
球
場
、
北
利
根
北
野
球
場

対
象　
一
般
の
部
：
市
内
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
、
行
政
自
治
会
の
部
：
古
河
市
行
政

自
治
会
の
チ
ー
ム

費
用　
１
チ
ー
ム
５
千
円

内
容　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

申
込
期
限　
６
月
８
日(

金)

申
込
・
問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

℡
９
２
‐
０
５
５
５

市
民
体
育
祭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

日
時　
６
月
24
日(

日)

場
所　
三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

対
象　
連
盟
登
録
チ
ー
ム
、
一
般
団
体

編
成
チ
ー
ム
で
組
織
さ
れ
た
家
庭
婦
人

を
主
と
し
た
チ
ー
ム(

一
部
未
婚
者
可)

※
18
歳
以
上
で
学
生
は
除
く
。
未
婚
者

の
出
場
者
数
に
は
制
限
を
設
け
ま
す
。

費
用　
１
チ
ー
ム
千
円(

代
表
者
会
議

時
に
納
入)

申
込　
６
月
13
日(

水)

ま
で
に
、
一
般

チ
ー
ム
は
古
河
は
な
も
も
体
育
館
へ
、

連
盟
登
録
チ
ー
ム
は
各
地
区
の
副
会
長

へ
申
し
込
み

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

℡
９
２
‐
０
５
５
５

  
募
集

自
立
生
活
支
援
相
談
員

募
集
人
数　
１
人

勤
務
内
容　
生
活
に
困
っ
て
い
る
、
主

に
女
性
・
児
童
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
対
象
者
の
自
立
生
活
に
向
け
た
支

援
・
指
導
を
行
う
業
務

資
格　
次
の
①
～
⑨
の
い
ず
れ
か

①
社
会
福
祉
士

②
社
会
福
祉
主
事
と
し
て
２
年
以
上
福

祉
事
業
に
従
事
し
た
人

③
保
健
師

④
助
産
師

⑤
看
護
師

⑥
保
育
士

⑦
教
員
免
許

⑧
児
童
指
導
員

⑨
①
②
に
準
ず
る
人
で
、
相
談
員
と
し

て
の
学
識
を
有
す
る
人

勤
務
場
所　

子
ど
も
福
祉
課

雇
用
期
間　
６
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日(

更
新
の
場
合
あ
り)

勤
務
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日
の
う
ち

週
４
日
、
８
時
30
分
～
17
時
15
分

報
酬　
月
額
給
18
万
５
千
円

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、
有
給
休
暇
あ
り

申
込
・
問　
５
月
11
日(

金)

ま
で
に
履

歴
書
を
提
出

子
ど
も
福
祉
課

健
康
づ
く
り
課
内
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
ぐ
る
ん
ぱ
非
常
勤
職
員

■
作
業
療
法
士(

１
人)

勤
務
内
容　
発
達
に
遅
れ
や
偏
り
の
あ

る
児
童
に
対
す
る
個
別
機
能
訓
練
等

資
格　
作
業
療
法
士

報
酬　
月
額
給
17
万
７
６
０
０
円

■
保
育
士(

２
人)

勤
務
内
容　
発
達
に
遅
れ
や
偏
り
の
あ

る
児
童
に
対
す
る
指
導
・
訓
練
等

資
格　
保
育
士

報
酬　
月
額
給
16
万
１
５
０
０
円

【
共
通
事
項
】

雇
用
期
間　
６
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日

勤
務
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日
の
う
ち

週
４
日
、
８
時
30
分
～
17
時
15
分

勤
務
場
所　

健
康
づ
く
り
課
内
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
る
ん
ぱ

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、
有
給
休
暇
あ
り

申
込
・
問　
５
月
14
日(

月
）
～
23
日

(

水)

に
履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
提

出
健
康
づ
く
り
課
内
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
℡
４
８
‐
７
０
４
０

収
納
課
臨
時
職
員

募
集
人
数　
１
人

勤
務
内
容　
一
般
事
務

勤
務
場
所　

収
納
課

雇
用
期
間　
８
月
１
日
～
平
成
31
年
１

月
31
日(

更
新
の
場
合
あ
り)

勤
務
時
間　
平
日
勤
務
、
８
時
30
分
～

17
時
15
分

賃
金　
時
間
給
８
３
０
円

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、
有
給
休
暇
あ
り

申
込
・
問　
６
月
８
日(

金)

ま
で
に
履

歴
書
を
提
出

収
納
課
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(
再)
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変

わ
る
と
と
も
に
新
た
に
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
担
当
地

区
を
定
め
、
推
薦
お
よ
び
応
募
し
た
候

補
者
か
ら
選
考
し
、
農
業
委
員
会
が
委

嘱
し
ま
す
。

募
集
人
数　
古
河
地
区
２
人
、
総
和
地

区
１
人
、
三
和
地
区
１
人(

地
区
割
り

等
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い)

活
動
内
容　
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推

進(

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
遊
休
農

地
発
生
防
止
お
よ
び
解
消
業
務
・
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
等)

報
酬　
月
額
２
万
４
千
円

任
期　
９
月
12
日
～
平
成
33
年
９
月
11

日申
込
期
間　
５
月
１
日(

火)

～
31
日

(

木) 

申
込
・
問　
規
定
の
様
式
を
提
出
。
様

式
・
募
集
要
項
は
、

農
業
委
員
会
事

務
局
、

市
民
総
合
窓
口
課
、

市
民

総
合
窓
口
室
に
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

古
河
市
観
光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

ガ
イ
ド

募
集
人
数　
数
人

応
募
要
件　
市
内
在
住
で
古
河
市
の
歴

史
・
文
化
に
興
味
関
心
が
あ
り
、
お
も

て
な
し
の
心
で
お
客
様
を
案
内
で
き
る

人※
６
月
か
ら
月
２
回
程
度
合
計
10
回
の

研
修
を
予
定
。

費
用　
年
会
費
２
千
円

申
込
期
間　
５
月
１
日(

火)

～
20
日

(
日)
［
受
付
時
間
：
10
時
～
15
時
］

申
込
・
問　

古
河
市
観
光
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
ガ
イ
ド
協
会(

JR
古
河
駅
構
内
観

光
案
内
所
内)
℡
３
０
‐
３
４
３
４

古
河
市
地
域
振
興
公
社
契
約
職
員

募
集
人
数　
７
人

勤
務
場
所　
中
央
運
動
公
園
・
ネ
ー
ブ

ル
パ
ー
ク
内
の
各
施
設
、
古
河
市
斎

場
、
三
和
ふ
る
さ
と
の
森

報
酬　
時
間
給
８
５
０
円
～
９
３
０
円

雇
用
期
間　
採
用
日
～
平
成
31
年
３
月

31
日(

更
新
の
場
合
あ
り)

※
勤
務
時
間
、
申
し
込
み
等
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
問　

(

一
財)

古
河
市
地
域
振
興
公
社

℡
９
２
‐
７
７
４
８

松
岡
奨
学
生

(

高
校
生
対
象
の
奨
学
生
制
度) 

募
集
人
数　
20
人

対
象　

平
成
30
年
度
に
高
等
学
校
等

(

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
全
日
制
課

程
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後

期
課
程
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
ま

た
は
高
等
専
門
学
校)

在
学
者
で
、
①

～
④
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人
。
た
だ

し
高
等
専
門
学
校
は
、
第
１
学
年
か
ら

第
３
学
年
に
在
学
し
て
い
る
人
に
限
る

①
品
行
が
正
し
く
、
学
術
優
良
で
あ

り
、
健
康
で
あ
る

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で

あ
る

③
国
、
県
、
そ
の
他
の
団
体
か
ら
就
学

資
金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い

④
保
護
者
が
１
年
以
上(

平
成
30
年
４

月
１
日
現
在)

市
内
に
居
住
し
て
い
る

給
付
金
額　
月
額
１
万
円

申
込
・
問　
６
月
１
日(

金)

～
15
日

(

金)
に
松
岡
奨
学
生
願
書
、
松
岡
奨
学

生
推
薦
調
書
、
成
績
証
明
書
、
住
民
票

謄
本
、
平
成
30
年
度
所
得
証
明
書
を
提

出※
願
書
・
推
薦
書
は
教
育
総
務
課
に
あ

り
ま
す
。
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

教
育
総
務
課

古
河
市
景
観
賞

内
容

①
ま
ち
な
み
建
築
部
門(

古
河
景
観
ま

ち
な
み
賞)

市
内
に
あ
る
建
築
物
、
工
作
物
、
そ
の

他
の
物
件
で
、
優
れ
た
景
観
の
も
の

【
例
】
周
囲
の
景
観
に
配
慮
し
た
新

築
・
増
改
築
、
デ
ザ
イ
ン
や
色
彩
、
周

囲
に
調
和
す
る
生
垣
や
板
塀
、
低
彩
度

の
屋
外
広
告
物
・
サ
イ
ン
な
ど

②
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門(

古
河
景
観

ふ
る
ま
い
賞)

お
お
む
ね
２
年
以
上
継
続
し
て
い
る
活

動
で
、
古
河
市
景
観
に
貢
献
し
て
い
る

団
体

【
例
】
違
反
広
告
物
を
撤
去
す
る
ク

リ
ー
ン
活
動
、
継
続
的
な
近
隣
・
駅
前

な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
、
雑
草
取
り
、
自
治

会
、
行
政
区
で
行
う
美
観
啓
発
な
ど

③
自
然
風
景
部
門(

表
彰
対
象
外)

「
古
河
ら
し
く
て
素
敵
だ
な
」
と
思
え
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る
風
景
。
今
後
の
景
観
づ
く
り
活
動
に

際
し
、
活
用
し
ま
す

申
込
・
問　
５
月
１
日(

火)

～
７
月
２

日(
月)

に
各
庁
舎
に
あ
る
所
定
の
申
込

書
を
提
出

都
市
計
画
課

　

toshikeikaku@
city.ibaraki-

koga.lg.jp

老
人
健
康
農
園
利
用
者

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

場
所　
松
並
農
園(

ま
つ
な
み
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
広
場
内)

、
と
き
わ
農
園(
常

盤
町
・
JR
宇
都
宮
線
東
側)

。
１
区
画

30
㎡

区
画
数　
各
１
区
画(

多
数
抽
選) 

費
用　
年
額
千
円

申
込
・
問　
５
月
18
日(

金)

ま
で
に
認

め
印
を
持
参
の
上
、
申
し
込
み

高
齢
福
祉
課
℡
９
２
‐
５
８
３
８

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

内
容

①
個
人
部
門(

住
宅
な
ど
の
小
規
模
設

置)②
団
体
部
門(

企
業
、
団
体
、
学
校
な

ど
の
大
規
模
設
置)

表
彰　
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
古
河
」
で

各
部
門
の
優
秀
事
例
を
表
彰
し
、
最
優

秀
賞
お
よ
び
優
秀
賞
に
は
賞
状
と
副
賞

を
贈
呈
し
ま
す(

団
体
の
部
は
賞
状
の

み)

。
参
加
賞
も
あ
り
ま
す

申
込　
６
月
１
日(

金)

～
８
月
31
日

(

金)

に
所
定
の
申
込
書
を
提
出

※
申
込
書
は
、

環
境
課
、

市
民
総

合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室
に
あ

り
ま
す
。
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
用
ゴ
ー
ヤ
苗
の

無
料
配
布

配
布
日　
６
月
４
日(

月)

場
所
・
時
間

申
込
時
に
登
録
し
た
場
所
で
配
布
し
ま

す・

環
境
課
９
時
～
11
時

・
健
康
の
駅
正
面
玄
関
横
９
時
30
分
～

11
時
30
分

・
古
河
庁
舎
正
面
玄
関
横
14
時
～
16
時

対
象　
市
内
在
住
の
人

※
古
河
市
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

配
布
数　
１
世
帯
６
株
ま
で
、
１
団
体

10
株
ま
で(

先
着)

申
込
期
間　
５
月
15
日(

火)

～
31
日

(

木)申
込
・
問　

環
境
課

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
希
望
者

日
時　
５
月
13
日(

日)

９
時
30
分
～
15

時
［
雨
天
中
止
］

場
所　
三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

出
店
料　

売
上
額
の
10
パ
ー
セ
ン
ト

(

全
額
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
寄
付
し
ま
す)

問　

(

福)

古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
４
８
‐
０
８
０
８

  

そ
の
他

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
等
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税

通
知
書
が
届
い
た
ら
、
５
月
31
日(

木)

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
の
ほ
か
ヤ
フ
ー
サ

イ
ト
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

(

５
月
31
日
ま
で
の
利
用
に
限
る)

も
で

き
ま
す
。
な
お
、
心
身
に
障
が
い
の
あ

る
人
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
、
５
月
31
日
ま
で
の
申
請
で
自
動
車

税
が
減
免
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

℡
０
２
９
６
‐
２
４
‐
９
１
９
０

古
河
駐
屯
地
創
立
64
周
年
お
よ
び

第
１
施
設
団
創
隊
57
周
年
記
念
行

事日
時　
６
月
３
日(

日)

９
時
～
15
時

内
容　
記
念
式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

模
擬
戦
闘
訓
練
・
ち
び
っ
子
広
場
・
売

店
・
装
備
品
展
示
等

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

車
で
来
場
す
る
場
合
は
、
乗
り
合
わ
せ

で
の
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　
陸
上
自
衛
隊
古
河
駐
屯
地
広
報
班

℡
３
２
‐
４
１
４
１

う
た
ご
え
広
場
ｖ
ｏ
ｌ
．
３

　
素
敵
な
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
思

い
出
の
曲
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　
６
月
３
日(

日)

14
時
～

場
所　
ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河

費
用　
５
０
０
円

問　
ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河

℡
２
２
‐
５
５
２
０

お詫びと訂正
　広報古河4月号33ページ

「自動車税の減免申請につい
て」の問い合わせ先に誤り
がありました。下記の通り
訂正しお詫びいたします。

［誤］℡0296-24-9010
↓

［正］℡0296-24-9190
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健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3
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不
動
産
公
売
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時　
８
月
７
日(

火)

12
時
50
分
～

※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　
水
戸
合
同
庁
舎

（
水
戸
市
柵
町
１
‐
３
‐
１)

公
売
対
象
不
動
産

売
却
区
分
番
号
３
０
‐
７

見
積
価
額
９
６
０
万
円

公
売
保
証
金
９
６
万
円

財
産
の
表
示(

登
記
簿
に
よ
る
表
示)

土
地

所
在　
古
河
市
諸
川
字
明
神
下

地
番　
１
７
５
４
番
１

地
目　
畑

地
積　
１
８
３
３
㎡

※
農
地
に
つ
き
、
公
売
に
参
加
す
る
た

め
に
は
「
買
受
適
格
証
明
書
」
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問　
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

℡
０
２
９
‐
２
２
５
‐
１
２
２
１

と
き
め
き
パ
ー
テ
ィ
in
五
霞

日
時　
５
月
13
日(

日)

第
１
部
９
時
30
分
～
12
時
30
分

第
２
部
13
時
～
17
時

場
所　
ア
ス
カ
ル
幸
手

(

幸
手
市
平
須
賀
２
３
８
０
‐
１)

対
象　

第
１
部
46
歳
～
65
歳
の
独
身
成
人
男
女

第
２
部
45
歳
ま
で
の
独
身
成
人
男
女

定
員　
第
１
部
男
女
各
８
人
、
第
２
部

男
女
各
15
人

費
用　
男
性
３
千
円
、
女
性
千
円

後
援　
五
霞
町
、(

一
社)

い
ば
ら
き
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　
５
月
１
日(

火)

～
９
日

(
水)

［
受
付
時
間
：
12
時
～
19
時
］

申
込
・
問　

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
県
西
地
域
活
動
協
議
会

伊
藤
℡
０
８
０
‐
５
８
９
６
‐

３
１
３
４
、
長
屋
℡
０
９
０
‐

６
１
２
２
‐
５
６
７
７

愛
直
便(

愛
の
直
送
便)

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　
６
月
７
日(

木) 

20
時
～

場
所　
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ン
ロ
ー
ゼ

(

中
央
町
３
‐
２
‐
５)

対
象　
40
歳
未
満
の
独
身
男
女

定
員　
男
女
各
15
人

費
用　
男
性
３
千
円
、
女
性
千
円

共
催　

(

一
財)

古
河
市
地
域
振
興
公
社

申
込
期
限　
６
月
１
日(

金)

申
込
・
問　

古
河
婚
活
支
援
会(

担

当
：
大
西)

℡
０
８
０
‐
２
０
４
１
‐

１
５
１
５

kogakon@
docom

o.ne.jp

県
調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験

■
製
菓
衛
生
師
試
験

期
日　
10
月
４
日(

木)

場
所　
水
戸
合
同
庁
舎(

水
戸
市)

■
調
理
師
試
験

期
日　
10
月
13
日(

土)

場
所　
水
戸
葵
陵
高
校(

水
戸
市)

、
県

立
医
療
大
学(

阿
見
町)

申
込　
７
月
４
日(

水)

・
５
日(

木)

に

県
内
保
健
所
へ
願
書
を
提
出

※
願
書
配
布
は
５
月
14
日(

月)

～
。

問　
古
河
保
健
所
℡
３
２
‐
３
０
２
１

献
血
に
ご
協
力
を

■
市
役
所
三
和
庁
舎

日
時　
５
月
24
日(

木)

10
時
15
分
～
12

時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

■(
社)

芳
香
会(

上
大
野
６
９
８)

日
時　
５
月
24
日(

木)

10
時
～
12
時

■
市
役
所
総
和
庁
舎

日
時　
５
月
25
日(

金)

10
時
15
分
～
12

時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

姉
妹
都
市
情
報(

さ
く
ら
市)

■
第
15
回
き
つ
れ
川
ポ
ピ
ー
ま
つ
り

　
約
３
０
０
万
本
の
赤
や
ピ
ン
ク
、
オ

レ
ン
ジ
の
ポ
ピ
ー
が
咲
き
誇
り
、
模
擬

店
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
ポ
ピ
ー
園
の
開
園
期
間
は
５
月
12
日

(

土)

～
６
月
10
日(

日)

で
す
。

日
時　
５
月
26
日(

土)

・
27
日(

日)

９
時
30
分
～
16
時

場
所　
荒
川
河
川
敷
兎
田
河
原

問　
き
つ
れ
川
ポ
ピ
ー
畑
管
理
委
員
会

℡
０
９
０
‐
２
２
３
３
‐
１
５
０
２

5月の納税など
納期限および口座振替日は

5月31日(木)
軽自動車税	 全期
保育料	 5月分
児童クラブ負担金	 4・5月分
■口座振替の人は、前日までに
納付額を指定の口座に準備してく
ださい。
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　(仮称)三和地域交流センターは、三和公民館の跡地に昨年3月から建設を着工し、本年10月の完成に向
けて工事が進められています。開館に向けて愛称を募集しますので、皆さんに親しまれる愛称をぜひ応募
ください。　問　 生涯学習課
募集期間　5月1日(火)～31日(木)
応募資格　市内在住・在勤・在学の人
募集条件　施設にふさわしく、施設利用者をはじ
めとした市民に好感を与えるもの
注意事項
・応募は1人1点のみ
・市内の公共施設と同一名称、類似名称は不可
・著作権等の侵害があることが明確になった場合
　は無効
・使用する文字は漢字、ひらがな、カタカナ
・応募作品の一切の権利は、市に帰属するものと
　する
・応募作品は返却不可
応募方法
①各庁舎の応募窓口へ持参
・ 生涯学習課
・ 市民総合窓口課
・ 市民総合窓口室
②郵送
〒306-8601　古河市長谷町38-18
生涯学習課宛て
③Eメール

shougai@city.ibaraki-koga.lg.jp
※応募用紙は、市公式ホームページからダウン
ロード可。応募窓口での配布やEメールでの送付
も可。

選考方法　応募作品の中から選考、もしくは参考
に決定します。なお、不採用に伴う異議申し立て
は受け付けません
結果発表　選考結果は、広報古河や市公式ホーム
ページで発表します
最優秀賞　1人(記念品を贈呈)
※同一の名称について複数の応募者がある場合、
抽選で決定します。
※最優秀賞の表彰は、(仮称)三和地域交流セン
ター竣工式典で行う予定です。

【施設概要】
所在地　　古河市仁連2065番地
延床面積　1,006.10㎡
施設構成　多目的ホール(座席数：385席）、会議室、
　　　　　実習室
主要構造　鉄筋コンクリート2階建

完成イメージ

「(仮称)三和地域交流センター」の愛称を募集します

【さわやか教室～みんなで元気に介護予防～】
時間　午前コース10時～11時30分、午後コース13時30分～15時　※つつみ公民館は午前コースのみ。
対象　65歳以上の市民　　定員　各会場・各コース25人(多数抽選)　費用　無料
申込・問　5月11日(金)～21日(月)に希望の会場と時間を電話で申し込み　 高齢福祉課℡92-5838

期日・場所・内容 健康の駅 古河福祉の森会館 三和公民館 はなももプラザ つつみ公民館
フレイル予防でいきいき元気！ 6/15(金) 6/20(水) 6/28(木) 6/26(火) 6/21(木)
ロコモ予防運動1☆体力測定☆ 7/25(水) 7/18(水) 7/26(木) 7/24(火) 7/19(木)
お口の機能を簡単チェック！ 8/24(金) 8/22(水) 8/23(木) 8/28(火) 8/30(木)
ロコモ予防運動2 9/14(金) 9/19(水) 9/27(木) 9/25(火) 9/20(木)
美味しく食事をするためのポイント 10/19(金) 10/24(水) 10/25(木) 10/31(水) 10/18(木)
チャレンジ☆スクエアステップ 11/16(金) 11/21(水) 11/29(木) 11/27(火) 11/22(木)
脳活レクリエーション♪① 12/7(金) 12/12(水) 12/20(木) 12/18(火) 12/13(木)
ロコモ予防運動3☆体力測定☆ 1/18(金) 1/16(水) 1/31(木) 1/29(火) 1/24(木)
脳活レクリエーション♪② 2/15(金) 2/13(水) 2/28(木) 2/19(火) 2/21(木)
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各種相談のご案内

　セメダイン(株)茨城工場よ
り、市内小学校新入学児童へ接
着剤1,300個の寄付。
　常陽銀行古河支店より、市内
小学校新入学児童へ防犯ブザー
1,190個の寄付。

　寄付

相談窓口がわからない場合は、 市民総合窓口課相談係℡92-3111(代)へ

総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷町38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康の駅　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒羽根1501
古河福祉の森会館　℡48-6882　

　　　　　　〒306-0044古河市新久田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分
　　　　  (祝日・年末年始を除く)

市役所各庁舎案内 人口　　 　　(4月1日現在)

区分 期日 時間 場所 予約等 申込・問

市民の法律相談

5/11(古)、5/15(三)、5/17(総)、5/25(古) 5/1(火)8時30分～

市民総合窓口課

℡92-3111

6/8(金)

13時～16時40分

市民相談室

6/1(金)
8時30分～

6/19(火) 1階相談室1-3
6/21(木) 第2庁舎3階会議室4
6/22(金) 市民相談室

行政相談
5/9(水)

10時～12時
市民相談室

6/13(水) 1階相談室1-3

税務相談
5/8(火)

13時30分～16時30分 市民相談室
予約制
9時～16時

関東信越税理士会古河支部
℡0297-44-8585(柳田)6/12(火)

在住外国人生活相談 月～金

9時30分～11時30分
13時30分～16時30分

ふるさと館
母国語での相談
のみ要予約

外国人アットホームin古河
( 企画課内)℡92-1404

8時30分～17時15分 要相談 要予約
古河市国際交流協会事務局
( 企画課内)℡92-3111

女性相談・家庭児童相談 月～金 8時30分～17時15分 総和庁舎 不要 子ども福祉課℡92-3111

DV相談 月～金 9時～17時 非公開 要予約
古河市配偶者暴力相談支援
センター℡92-7209

心の健康相談
5/10(木)

13時～15時 健康の駅 要予約 健康づくり課℡48-6883
6/14(木)

知って得する
健康相談
(健診結果の相談等)

6/11(月) 13時30分～14時30分 三和地域福祉センター 要予約 健康づくり課℡48-6883

障害者相談
5/14(月) 10時～12時 2階視聴覚室3

不要 障がい福祉課℡92-4919
6/13(水) 13時30分～15時30分 2階研修室1

認知症に関する
個別相談

5/8(火) 13時～16時
在宅介護支援センター
「バックアップ」
(駒羽根825-1)

要予約
在宅介護支援センター
「バックアップ」(総和中央
病院内)℡91-1256

出張年金相談 6/20(水) 10時～14時30分
古河商工会議所
（鴻巣1189-4）

5/21(月)～
下館年金事務所
℡0296-25-0829

消費生活相談 月～金 9時～12時
13時～16時

古河市消費生活セン
ター（ 商工政策課内）

不要
古河市消費生活センター
℡23-1718

人権相談
5/9(水)13時～15時　 市民相談室、 1階相談室1-3 要予約 人権・男女共同参画室

℡92-31116/1(金)は「特設人権相談所」を開設します。詳細は、27ページをご覧ください。

人権生活相談
第2土曜日：辻幸夫相談員
第4土曜日：和井田光司相談員
13時30分～15時30分

隣保館 要予約 隣保館℡48-1989

広域隣保人権生活相談

月・木(祝日を除く)
9時30分～11時30分
山田幸助相談員

市民相談室
要予約 隣保館℡48-1989

火・木・金(祝日を除く)　10時～12時
峯和代相談員

第2庁舎

生活困窮者相談
(就労支援)

月～金 8時30分～17時15分
古河市生活支援セン
ター(健康の駅内)

要予約
古河市生活支援センター
℡92-7017

心配ごと相談
5/16・30(水)

13時30分～15時30分 健康の駅 要予約
古河市社会福祉協議会
℡48-08085/23、6/6(水)

住民基本台帳から
総人口  144,035人(－111)
男            72,641人(－83)
女            71,394人(－28)
世帯数
� 60,897世帯(＋174)
� ( 　)内は前月比
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関東どまんなかサミット情報　〜栃木・群馬・埼玉の話題〜

加須市(埼玉県)
■第19回リードKazoクライミン
グカップ2018
　「クライミングのまち」加須市
にクライマーが集結！　日ごろ鍛
えた身体と技で完登を目指す、熱
い戦いをぜひご覧ください。
日時　5/27(日)
　　　開会式：8時30分
　　　競技開始：9時
場所　加須市民体育館
　　　(加須市下三俣590)
問　加須市民体育館
　　℡0480-62-6123

板倉町(群馬県)
■春の揚舟　谷田川めぐり
　船頭が一本の竹ざおを使い、木
舟の揚舟を鮮やかに操船しながら
谷田川をゆっくりと周遊します。
舟の上から、水場いたくらの心休
まる景色をお楽しみください。
期間　5/1(火)～6/24(日)
運航日　土曜日、日曜日、祝日、
5/1(火)～6(日)
時間　10時、11時、12時、13
時、14時、15時、16時(1日7便)
※乗船時間は約1時間です。
場所　群馬の水郷
費用　1,000円(小学生以下無料)
問　産業振興課℡0276-70-4040

栃木市(栃木県)
■Don't Stop Music Fes.
TOCHIGI2018
　栃木市ゆかりの人気ロックバン
ド、MAGIC OF LiFE(マジック オ
ブライフ)主催の音楽フェスティバ
ル「栃フェス」。迫力のライブ、
グルメブースをお楽しみください。
日時　5/19(土)・20(日)
　　　12時～19時30分
場所　栃木文化会館(栃木市旭町)
費用　前売1day4,500円
　　　2day8,000円
　　　当日1day5,000円(全席自由)
問　シティプロモーション課
　　℡0282-21-2172

小山市(栃木県)
■小山市立博物館第70回企画展

「碓井要作－田中正造とともに歩んだ養種家－」
期間　5/27(日)まで
休館日　5/1(火)・7(月)・14(月)・21(月)・25(金)
場所　小山市立博物館(小山市乙女1-31-7)
費用　小・中学生無料、大学・高校生100円、大人
200円(団体料金あり)
問　小山市立博物館℡0285-45-5331

■野木町煉瓦窯で明治の薫りを感じてみませんか                  
　国指定重要文化財である野木町煉

れん
瓦
が

窯
がま

が見学でき
ます。ボランティアガイド等による解説付きの見学
ツアーも実施(１日７回)しています。
見学時間　9時～17時(野木ホフマン館の開館日)
費用　中学生以下無料、高校生以上100円(15人以上
の団体の場合80円)
※詳細は問い合わせください。
問　野木ホフマン館 ℡0280-33-6667

野木町(栃木県)
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「
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ト
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す
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３月号「読者アンケート」でいただいた
ご意見(一部抜粋)を紹介します！



詳細は、市公式ホームページをご覧ください
https ://www.c i ty . ibaraki -koga. lg . jp/

古河市

Facebookページで
市のイベント情報や話題を発信中！

ci tykoga_official
Instagramページで
市の魅力的な風景を発信中！

コガドウガ～動画で発見！古河市の魅力～

YouTubeを活用して
市の魅力を動画で発信中！

＼ インスタグラムで古河の魅力を投稿しよう！／

市内で撮った写真にハッシュタグ
#こが暮らし#こが育ちをつけて投稿してください♪

毎月１枚ベストショットを選出し掲載します！

hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所  秘書広報課

Q１   今月号でよかった特集や写真があれば教えてください

Q２   取り上げて欲しい内容や企画があれば教えてください

Q３   広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください 

アンケート

今月のプレゼント

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。
※お店をPRしませんか。
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を
随時募集しています。詳細は秘書広報課までご連絡ください。

◀

インターネットで
市内情報を発信中！

読者アンケート
「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記のうえ、下記宛先までご応募ください。

ハガキで応募

メール・Q Rコードで応募
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ID:diamond_cyoco DATE:2018.3.11
#コウノトリ#とり

さしま茶 上級煎茶100ｇ
(５名様)

できたての新茶

※写真はイメージです。

6ページに掲載の
5人の生産農家から

プレゼント


